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(57)【要約】
電動注入器シリンジアセンブリ（１７０）を開示する。
アセンブリ（１７０）は、連結器（１３０’）と、連結
器（１３０’）から延在するシリンジクレードル（１８
０）とを含む。連結器（１３０’）とクレードル（１８
０）とは、一体化して形成されてもよい。いずれの場合
も、連結器（１３０）は、電動注入器のシリンジマウン
ト（２００）へのアセンブリ（１１０）の設置を容易に
するために楔形の装着フランジ（１４４）を含む。連結
器（１３０）はまた、シリンジマウント（２００）から
のアセンブリ（１１０）の除去を容易にするために少な
くとも１つの連結部材（１５０）をも含む。クレードル
（１８０）の少なくとも一部（１８６）が、クレードル
（１８０）の長手軸（１７６）の周囲に多くて１８０°
延在する一方で、クレードル（１８０）のシリンジ保持
区画（１８８）は、この長手軸（１７６）の周囲に１８
０°を越えて延在する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電動注入器シリンジアセンブリであって、該アセンブリは、
　長手軸に沿って延在する電動注入器シリンジ受容器であって、電動注入器シリンジのシ
リンジバレルが該電動注入器シリンジ受容器の中に設置されると、少なくとも該電動注入
器シリンジのシリンジバレルと一致する、電動注入器シリンジ受容器と、
　該電動注入器シリンジ受容器と相互接続され、電動注入器シリンジマウントに着脱可能
に接続可能である連結器であって、該連結器は、少なくとも１つの装着フランジおよび第
１の連結部材を備え、該少なくとも１つの装着フランジは、該長手軸に沿って継続する少
なくとも２つの異なる外径を備える、連結器と
　を備える、アセンブリ。
【請求項２】
　前記電動注入器シリンジ受容器は、前記長手軸の周囲に多くて１８０°延在する第１の
区画を備える、請求項１に記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項３】
　前記電動注入器シリンジ受容器の前記第１の区画は、前記連結器の端から延在する、請
求項２に記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項４】
　前記電動注入器シリンジ受容器は、シリンジ保持区画をさらに備え、該シリンジ保持区
画は、前記長手軸の周囲に１８０°を越えて延在し、該電動注入器シリンジ受容器の前記
第１の区画は、該長手軸に対して前記連結器と該電動注入器シリンジ受容器の該シリンジ
保持区画との間に位置する、請求項２～３のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジ
アセンブリ。
【請求項５】
　前記電動注入器シリンジ受容器は、シリンジ保持区画をさらに備え、該シリンジ保持区
画は、前記長手軸の周囲に１８０°を越えて延在する、請求項１～３のうちのいずれかに
記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項６】
　電動注入器シリンジアセンブリであって、該アセンブリは、
　長手軸に沿って延在する電動注入器シリンジ受容器であって、該電動注入器シリンジ受
容器は、該長手軸の異なる部分に沿って延在する第１の区画およびシリンジ保持区画を備
え、該第１の区画は、該長手軸の周囲に多くて１８０°延在し、該シリンジ保持区画は、
該長手軸の周囲に１８０°を越えて延在する、電動注入器シリンジ受容器と、
　該電動注入器シリンジ区画と相互接続され、電動注入器シリンジマウントに着脱可能に
接続可能である連結器と
　を備える、アセンブリ。
【請求項７】
　前記電動注入器シリンジ受容器は、端壁と、前記長手軸に沿って該端壁まで延在する細
長い弓状の側壁とを備える、請求項１～６のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジ
アセンブリ。
【請求項８】
　電動注入器シリンジアセンブリであって、該アセンブリは、
　端壁、および長手軸に沿って該端壁まで延在する細長い弓状の側壁を備える電動注入器
シリンジ受容器であって、該電動注入器シリンジ受容器は、該長手軸の異なる部分に沿っ
て延在する第１の区画およびシリンジ保持区画を備え、該第１の区画は、該長手軸の周囲
に多くて１８０°延在し、該シリンジ保持区画は、該長手軸の周囲に１８０°を越えて延
在する、電動注入器シリンジ受容器と、
　該電動注入器シリンジ区画と相互接続され、電動注入器シリンジマウントに着脱可能に
接続可能である連結器と
　を備える、アセンブリ。
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【請求項９】
　前記端壁は、シリンジノズル開口を備える、請求項７～８のうちのいずれかに記載の電
動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項１０】
　前記連結器は、少なくとも１つの装着フランジと、第１の連結部材とを備える、請求項
６～９のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの装着フランジは、前記長手軸に沿って継続する少なくとも２つの
異なる外径を備える、請求項１０に記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの装着フランジは、楔形の断面を備える、請求項１～５および１０
～１１のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの装着フランジの外径は、前記電動注入器シリンジ受容器の方向に
継続して増大する、請求項１～５および１０～１２のうちのいずれかに記載の電動注入器
シリンジアセンブリ。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの装着フランジは、カムを備える、請求項１～５および１０～１３
のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項１５】
　前記第１の連結部材は、突起を備える、請求項１～５および１０～１４のうちのいずれ
かに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項１６】
　前記長手軸の周囲で離間している複数の前記第１の連結部材をさらに備える、請求項１
～５および１０～１５のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項１７】
　電動注入器であって、該電動注入器は、
　モータ付き駆動源を備えるシリンジプランジャドライバと、
　シリンジ保持器およびシリンジ保持器アクチュエータを備えるシリンジマウントであっ
て、該シリンジ保持器アクチュエータは、該シリンジ保持器と相互作用し、第２の連結部
材を備える、シリンジマウントと、
　請求項１～５および１０～１８のうちのいずれか一項に記載の電動注入器シリンジアセ
ンブリであって、前記少なくとも１つの装着フランジは、該シリンジマウントへの該電動
注入器シリンジアダプタの設置中に該シリンジ保持器に係合して拡張させ、前記第１の連
結部材と第２の連結部材とは、係合可能であり、該第１の連結部材と第２の連結部材とが
係合されている間の該電動注入器シリンジアセンブリの回転は、該シリンジ保持器を拡張
させて、該電動注入器シリンジアセンブリがシリンジマウントから除去されることを可能
にする、電動注入器シリンジアセンブリと
　を備える、電動注入器。
【請求項１８】
　前記シリンジ保持器アクチュエータは、回転可能なリングを備え、該回転可能なリング
は、第１のカム作用部材を備える、請求項１７に記載の電動注入器。
【請求項１９】
　前記第２の連結部材は、前記回転可能なリングの内壁の周囲に配置される複数の溝を備
え、前記第１の連結部材は、前記連結器の周囲に少なくとも１つの突起を備える、請求項
１８に記載の電動注入器。
【請求項２０】
　前記電動注入器シリンジアセンブリは、前記シリンジプランジャドライバと一致する軸
に沿って移動させられることにより、該電動注入器シリンジアセンブリを前記シリンジマ
ウントに設置する、請求項１７～１９のうちのいずれか一項に記載の電動注入器。
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【請求項２１】
　前記連結器は、前記長手軸に関して前記電動注入器シリンジ受容器と前記少なくとも１
つの装着フランジとの間に位置する連結フランジをさらに備える、請求項１～５および１
０～２０のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項２２】
　前記連結フランジは、環状である、請求項２１に記載の電動注入器シリンジアセンブリ
。
【請求項２３】
　前記連結フランジは、固定した外径を備える、請求項２１～２２のうちのいずれかに記
載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項２４】
　前記連結フランジの周囲は、前記連結器の最大外径を画定する、請求項２１～２３のう
ちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項２５】
　前記連結フランジの最大厚さは、前記長手軸に平行に測定されると、約０．０１０”～
０．０２０”の範囲内にある、請求項２１～２４のうちのいずれかに記載の電動注入器シ
リンジアセンブリ。
【請求項２６】
　前記連結フランジは、一体構造である、請求項２１～２５のうちのいずれかに記載の電
動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項２７】
　前記連結フランジは、円盤状である、請求項２１～２６のうちのいずれかに記載の電動
注入器シリンジアセンブリ。
【請求項２８】
　前記連結フランジは、円形の周囲を備える、請求項２１～２７のうちのいずれかに記載
の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項２９】
　前記電動注入器シリンジ受容器は、前記連結フランジから延在する、請求項２１～２８
のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項３０】
　前記電動注入器シリンジアセンブリは、該電動注入器シリンジアセンブリの残りと移動
可能に相互接続される部分を欠いている、請求項１～２９のうちのいずれかに記載の電動
注入器シリンジアセンブリ。
【請求項３１】
　前記電動注入器シリンジ受容器と前記連結器とは、集合的に一部品構造である、請求項
１～３０のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項３２】
　前記電動注入器シリンジ受容器は、前記連結器から延在する、請求項１～３１のうちの
いずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項３３】
　前記電動注入器シリンジ受容器は、常に開いたままである上部区画を備える、請求項１
～３２のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項３４】
　前記電動注入器シリンジ受容器は、少なくとも１つのスロットを備える、請求項１～３
３のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項３５】
　各前記スロットの大部分は、前記長手軸に平行に延在する、請求項３４に記載の電動注
入器シリンジアセンブリ。
【請求項３６】
　前記少なくとも１つのスロットは、複数のスロットを備える、請求項３４～３５のうち
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のいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本願は、米国仮特許出願第６１／２３３，６２０号（名称「ＰＯＷＥＲ　ＩＮＪＥＣＴ
ＯＲ　ＳＹＲＩＮＧＥ　ＡＳＳＥＭＢＬＹ」、２００９年８月１３日出願）の米国特許法
第１１９条第（ｅ）項の優先権を主張する。
【０００２】
　（発明の分野）
　本発明は、概して、電動注入器に関し、より具体的には、シリンジを電動注入器に設置
することに適応する構造に関する。
【背景技術】
【０００３】
　様々な医療処置は、１つ以上の医療用流体が患者に注入されることを必要とする。例え
ば、おそらく、医療撮像処置は、生理食塩水および／または他の流体とともに、患者に造
影剤を注入することをしばしば含む。他の医療処置において、治療目的のために１つ以上
の流体を患者に注入することを含む。このような種類の用途に電動注入器が使用され得る
。
【０００４】
　電動注入器は、概して、パワーヘッドと一般的に呼ばれるものを含む。１つ以上のシリ
ンジは、様々な様式（例えば、着脱式、後部装填、前部装填、側面装填）でパワーヘッド
に装着され得る。各シリンジは、一般的には、シリンジプランジャ、ピストン、または同
等物として特徴付けられてもよい。それぞれのそのようなシリンジプランジャは、シリン
ジプランジャドライバの動作が、シリンジのバレルの内側で、それに対して関連シリンジ
プランジャを軸方向に前進させるために、パワーヘッドに組み込まれる適切なシリンジプ
ランジャと界面接触する（例えば、接触および／または一時的に相互接続する）ように設
計されている。１つの一般的なシリンジドライバは、ネジ式の主ネジまたは駆動ネジ上に
装着されるラムの形態である。一方の回転方向における駆動ネジの回転によって、関連す
るラムが一方の軸方向に進み、反対の回転方向における駆動ネジの回転によって、関連す
るラムが反対の軸方向に進む。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の第１の側面は、電動注入器シリンジと、連結器と、保持リングとを含む電動注
入器シリンジアセンブリによって具現化される。電動注入器シリンジは、シリンジバレル
と、シリンジフランジと、（例えば、電動注入器上に設置されたときに、例えば、シリン
ジから流体を放出するために）シリンジバレルに対して移動可能であるプランジャとを含
む。連結器は、電動注入器シリンジマウントに着脱可能に接続可能である。また、連結器
は、少なくとも保持リングを使用して電動注入器シリンジに装着される。
【０００６】
　本発明の第２の側面は、電動注入器シリンジと、連結器とを含む電動注入器シリンジア
センブリによって具現化される。電動注入器シリンジは、シリンジバレルと、シリンジフ
ランジと、（例えば、電動注入器上に設置されたときに、例えば、シリンジから流体を放
出するために）シリンジバレルに対して移動可能であるプランジャとを含む。連結器は、
電動注入器シリンジマウントに着脱可能に接続可能である。また、連結器と電動注入器シ
リンジは、永久的に接合または接続される。
【０００７】
　いくつかの特徴の改良および付加的な特徴が、本発明の第１および第２の側面のそれぞ
れに別々に適用可能である。これらの特徴の改良および付加的な特徴は、個別に、または
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任意の組み合わせで使用されてもよい。以下の論議は、本発明の第３の側面の論議の開始
まで、第１および第２の側面のそれぞれに別々に適用可能である。最初に、第１の側面の
特徴のうちのいずれかが、第２の側面によって使用されてもよく、逆もまた同様である。
第１と第２の側面とはまた、組み合わせて使用されてもよい。
【０００８】
　永久接続が、別々に製造された構成要素であり得る連結器と電動注入器シリンジとの間
で利用されてもよい。例えば、ＲＦ溶接、音波溶接、接着、熱かしめ、超音波溶接、スナ
ップ式接続、締り嵌め接続、機械的締結具、またはそれらの任意の組み合わせといった、
この永久接続を提供する任意の適切な方法が利用されてもよい。電動注入器シリンジと連
結器との間の永久連結、接続、接合状態、または同等物は、電動注入器シリンジから連結
器を分解または着脱しようとした場合に、連結器および電動注入器シリンジのうちの少な
くとも１つが損傷されるものとして特徴付けられてもよい。別の特徴としては、永久接続
または同等物がこれらの２つの構成要素の間に存在する場合に、電動注入器シリンジは、
連結器から除去されることを意図されなくてもよい（例えば、連結器と電動注入器シリン
ジとが着脱可能に相互接続されないようなものであってもよい）。永久的に接合された場
合、電動注入器シリンジと連結器とは相互に対して固定した相対位置に維持され得るが、
電動注入器シリンジと連結器とは、たとえこれら２つの構成要素が永久的に接合されても
、少なくともいくらかは相互に対して移動可能となり得る。
【０００９】
　シリンジフランジは、電動注入器シリンジと連結器とが組立または接合状態にあるとき
に、連結器の内側に配置されてもよい。シリンジフランジを有する電動注入器シリンジの
端は、電動注入器シリンジと連結器とを組み立てるために、連結器の開放端（例えば、連
結器のシリンジ端）を通して方向付けられてもよい。一実施形態では、シリンジフランジ
は、連結器の内側に位置するシリンジフランジ台座に係合する。このシリンジフランジ台
座は、任意の適切な構成であってもよく、連結器全体を通って延在し得る開口部または通
路を画定する連結器の内壁から延在してもよい。一実施形態では、シリンジフランジ台座
は、環状構造である。別の実施形態では、シリンジフランジ台座は、連結器を通って連続
し得る開口部または通路の長さに沿った共通の位置において、連結器の内壁の周囲に離間
している複数のセグメントを含む。
【００１０】
　保持リングは、連結器を電動注入器シリンジに装着するために使用され得、連結器と電
動注入器シリンジとが永久的に接合または接続される場合を含む。連結器、電動注入器シ
リンジ、および保持リングは、電動注入器シリンジアセンブリを組み立てるために別々に
配置される３つの別個の構成要素であってもよい。電動注入器シリンジアセンブリの組立
状態または構成では、連結器と保持リングとは、電動注入器シリンジのシリンジフランジ
の反対の端表面と界面接触し得る。連結器と保持リングとの上記のシリンジフランジ台座
は、電動注入器シリンジアセンブリの組立状態または構成において、電動注入器シリンジ
のシリンジフランジの反対側に配置されてもよい。一実施形態では、保持リングは、連結
器内に延在する。一実施形態では、第１の保持リング部分または区画が、（例えば、電動
注入器シリンジのシリンジフランジの１つの端面と隣接した関係で）連結器内に配置され
る一方で、第２の保持リング部分または区画は、連結器の隣接端（例えば、シリンジ端）
の向こうに配置される。
【００１１】
　連結器は、（例えば、単一部品の形態で）一部品または一体構造を利用してもよい。連
結器自体は、いずれの種類の接合部も欠いていてもよい。連結器はまた、可動部品を欠い
ているものとして特徴付けられてもよい。任意の適切な材料または材料の組み合わせが、
連結器を画定するために使用されてもよく、連結器は、任意の適切な方式で製造されても
よい。連結器が形成され得る代表的な材料は、限定するものではないが、アルミニウム、
鋼鉄、ポリカーボネート、ポリエステル、ＰＰ、ＰＥＴ、ＰＢＴ、ＰＥ、および他の好適
なプラスチックを含む。
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【００１２】
　連結器は、連結フランジを含んでもよい。連結フランジの（電動注入器シリンジアセン
ブリの中心長手軸に対して）内向きの部分は、上記のシリンジフランジ台座を画定しても
よいが、連結フランジとシリンジフランジ台座とは、異なる構造となり得る。連結フラン
ジは、いくつかの特徴の対象となる。連結フランジによって提供され得る１つの機能は、
電動注入器に装着されたときに、少なくとも多少の流体シールまたは流体障害を提供する
ことである（例えば、「ドリップフランジ」として機能する）。連結フランジは、連結器
を通って延在する中心長手軸の周囲に３６０°全体に延在し、連結器を通る流体通路と一
致し得る環状構造であってもよい（例えば、連結器は、この中心長手軸の周囲に同心円状
に配置されてもよい）。連結フランジは、円盤状構造の形態であってもよい。連結フラン
ジは、一実施形態では、０．０１０”から０．０２０”までの範囲の最大厚さを有し、別
の実施形態では、０．５”の最大厚さを有する（例えば、中心長手軸に沿って測定される
）。
【００１３】
　連結フランジの外径は、固定した量または値であってもよい（例えば、連結フランジは
、連結器の中心長手軸に直角に移動して、連結器内の電動注入器シリンジの保持を促進す
る、シリンジ締め付けまたは係合構造を組み込む必要はない）。連結フランジ、および連
結器の全体は、一体構造であってもよい。連結フランジの周囲は（例えば、円形構成の形
態で）、連結器の最大外径を画定してもよい。
【００１４】
　連結フランジは、連結器を第１と第２の円筒形区画（例えば、外側円筒形表面を有する
連結器の区画）とに分離するものとして特徴付けられてもよい。第１と第２の円筒形区画
とは、連結フランジの反対側に配置されてもよい。第１と第２の円筒形区画とは、連結フ
ランジから反対方向に延在してもよい。一実施形態では、第１の円筒形区画が、連結フラ
ンジの電動注入器側にある（例えば、第１の円筒形区画は、連結器がその上に設置されて
いるときに、電動注入器の方向へ連結フランジから延在してもよい）一方で、第２の円筒
形区画は、連結フランジの電動注入器シリンジ側にある（例えば、第２の円筒形区画は、
連結器がその上に設置されているときに、電動注入器から離れて連結フランジから延在し
てもよい）。
【００１５】
　上記の第１および第２の円筒形区画は、異なる外径を有してもよい。一実施形態では、
第１の円筒形区画は、第２の円筒形区画よりも小さい外径を有する。第１の円筒形区画は
、電動注入器シリンジアセンブリが電動注入器上に設置されたときに、シリンジマウント
の係合構造と対応してもよい。第２の円筒形区画は、連結器内の電動注入器シリンジのシ
リンジフランジの配置に適応するようにサイズ決定されてもよい。一実施形態では、第２
の円筒形区画は、連結フランジの電動注入器シリンジ側に配置される、連結器の唯一の部
分である。一実施形態は、０．１４０”である、第２の円筒形区画の最大長を有し、別の
実施形態は、０．５”である、この最大長を有する（例えば、連結器の中心長手軸に沿っ
て測定される）。
【００１６】
　連結器の周囲は、少なくとも１つの装着フランジを含んでもよい。上記の第１の円筒形
区画は、連結フランジからそのような装着フランジまで延在してもよい。いずれの場合も
、一実施形態は、連結器の中心長手軸の周囲に３６０°全体に延在する、環状構造の形態
である装着フランジを有する。別の実施形態は、この中心長手軸に沿った共通位置におい
て、連結器の中心長手軸の周囲で離間している複数の装着フランジを利用する。
【００１７】
　連結器によって利用される各／任意の装着フランジは、電動注入器のシリンジマウント
上の電動注入器シリンジアセンブリの設置を容易にしてもよい。以下の論議は、連結器に
よって利用される各装着フランジに適用可能である。装着フランジは、（例えば、連結器
の中心長手軸に沿って／を通って得られる断面図で）楔形の断面を有するものとして特徴
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付けられてもよい。別の特性化として、装着フランジの外径は、連結フランジまたは連結
器のシリンジ端の方向に継続して（または連結器の電動注入器端から離れている方向に継
続して）（例えば、継続的に）増大する。さらに別の特性化として、装着フランジは、そ
の長さ寸法に沿って少なくとも２つの異なる外径を利用する（そのような長さ寸法は連結
器の中心長手軸と一致してもよい）。装着フランジはまた、それと係合されたとき、およ
び適切に移動させられたときに別の構造（例えば、カム従動子）の移動を促進する構造で
あるカムとして特徴付けられてもよい。
【００１８】
　電動注入器シリンジアセンブリの連結器は、電動注入器のシリンジマウント上に同部品
を設置するために使用され得る。このシリンジマウントは、シリンジ保持器（例えば、屈
曲リング）と、シリンジ保持器アクチュエータ（例えば、回転リング）とを含んでもよい
。連結器の装着フランジは、電動注入器上の電動注入器シリンジアセンブリの設置中に、
電動注入器シリンジアセンブリが電動注入器に対して移動させられると（例えば、電動注
入器の動作中に電動注入器のシリンジプランジャドライバまたはラムが移動する軸に沿っ
て、例えば、軸方向に）、シリンジ保持器に係合して拡張させてもよい。例えば、シリン
ジ保持器の弾性または弾力性によって、いったん装着フランジがシリンジ保持器を越えて
移動すると、後にシリンジ保持器の収縮が発生してもよく、それは次いで、電動注入器上
に電動注入器シリンジアセンブリを少なくともいくらか保持してもよい。連結器は、シリ
ンジ保持器アクチュエータの対応する連結部材（例えば、シリンジ保持器アクチュエータ
の内壁上に存在する１つ以上のスロットまたは溝）に係合してもよい連結部材（例えば、
その周囲の１つ以上の突起）を含んでもよい。これらの連結部材が係合されている間の電
動注入器シリンジアセンブリの回転は、シリンジ保持器アクチュエータを回転させるため
に使用されてもよい。シリンジ保持器アクチュエータの回転は、シリンジ保持器を拡張さ
せて、（例えば、電動注入器の動作中に電動注入器のシリンジプランジャドライバまたは
ラムが移動する軸に沿った、例えば、軸方向運動によって）電動注入器シリンジアセンブ
リがシリンジマウントから除去されることを可能にするために使用されてもよい。
【００１９】
　本発明の第３の側面は、電動注入器シリンジ受容器と、連結器とを含む電動注入器シリ
ンジアセンブリによって具現化される。電動注入器シリンジ受容器は、中心長手軸に沿っ
て延在し、電動注入器シリンジ受容器の中に設置されたときに少なくとも電動注入器シリ
ンジのシリンジバレルと一致する。例えば、電動注入器シリンジ　受容器は、少なくとも
シリンジバレルと同じくらいの長さであってもよい。連結器は、電動注入器シリンジ受容
器と相互接続され、また、電動注入器シリンジマウントに着脱可能に接続可能である。連
結器は、少なくとも１つの装着フランジと、第１の連結部材とを含む。少なくとも２つの
異なる外径が、長手軸に沿って継続して装着フランジに存在する。
【００２０】
　本発明の第４の側面は、電動注入器シリンジ受容器と、連結器とを含む、電動注入器シ
リンジアセンブリによって具現化される。電動注入器シリンジ受容器は、中心長手軸に沿
って延在し、第１の区画と、中心長手軸の異なる部分に沿って延在するシリンジ保持区画
とを含む。電動注入器シリンジ受容器の第１の区画が、中心長手軸の周囲にわずか１８０
°延在する一方で、そのシリンジ保持区画は、中心長手軸の周囲に１８０°を越えて延在
する。連結器は、電動注入器シリンジ受容器と相互接続され、また、電動注入器シリンジ
マウントに着脱可能に接続可能である。
【００２１】
　本発明の第５の側面は、電動注入器シリンジ受容器と、連結器とを含む電動注入器シリ
ンジアセンブリによって具現化される。電動注入器シリンジ受容器は、中心長手軸に沿っ
て端壁まで延在する細長い弓状の側壁とともに、端区画または壁を含む。電動注入器シリ
ンジ受容器はさらに、第１の区画と、中心長手軸の異なる部分に沿って延在するシリンジ
保持区画とを含む。第１の区画が、中心長手軸の周囲でわずか１８０°延在する一方で、
シリンジ保持区画は、中心長手軸の周囲で１８０°を越えて延在する。連結器は、電動注
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入器シリンジ受容器と相互接続され、また、電動注入器シリンジマウントに着脱可能に接
続可能である。
【００２２】
　いくつかの特徴の改良および付加的な特徴が、本発明の第３、第４、および第５の側面
のそれぞれに別々に適用可能である。これらの特徴の改良および付加的な特徴は、個別に
、または任意の組み合わせで使用されてもよい。以下の論議は、本発明の第３、第４、お
よび第５の側面のそれぞれに別々に適用可能である。最初に、第３の側面の特徴のうちの
いずれかが、第４および第５の側面のそれぞれによって使用されてもよく、第４の側面の
特徴のうちのいずれかが、第３および第５の側面のそれぞれによって使用されてもよく、
第５の側面の特徴のうちのいずれかが、第３および第４の側面のそれぞれによって使用さ
れてもよい。第３、第４、および第５の側面のうちのいずれか２つ以上はまた、組み合わ
せて使用されてもよい。
【００２３】
　電動注入器シリンジアセンブリは、（例えば、単一部品の形態で）一部品または一体構
造を利用してもよい。代替として、連結器および電動注入器シリンジ受容器は、別々に形
成され、その後、（例えば、永久接続を介して）ともに接合されてもよい。電動注入器シ
リンジ受容器と連結器との間には、いずれの種類の接合部も欠けていてもよい。電動注入
器シリンジアセンブリはまた、偏向または屈曲以外に移動してもよい部品が欠けているも
のとして特徴付けられてもよい。一実施形態では、電動注入器シリンジアセンブリは、電
動注入器シリンジ受容器および連結器のみを含む。
【００２４】
　電動注入器シリンジ受容器は、連結器から延在するものとして特徴付けられてもよい。
電動注入器シリンジ受容器の上部区画は、電動注入器シリンジ受容器の中へ電動注入器シ
リンジを設置することに適応するように、ならびに受容器から電動注入器シリンジを除去
するために開いていてもよい。電動注入器シリンジ受容器の開口部は、常に存在してもよ
い。電動注入器シリンジは、（例えば、電動注入器シリンジ受容器の長さ寸法が水平面に
ある場合に、垂直面内で）受容器に向かってシリンジを移動させながら、シリンジとシリ
ンジ受容器との間の平行関係を維持することによって、この開口部の中に設置されてもよ
い。電動注入器シリンジはまた、最初にそのフランジ端がそのノズル端よりも受容器から
遠くに離間されている状態で（例えば、これらの２つの構成要素の長軸が歪んだ関係にあ
る状態で）、電動注入器シリンジ受容器の中に設置されてもよく、次いで、電動注入器シ
リンジ受容器に沿ってシリンジの前方部分を摺動し、電動注入器シリンジ受容器のシリン
ジ保持区画の下に、このシリンジの前方部分を配置する。シリンジの長軸および電動注入
器シリンジ受容器の長軸はそれぞれ、シリンジの前方部分が電動注入器シリンジ受容器に
対して移動させられるにつれて、かつシリンジフランジが受容器と整合させられるまで、
それぞれの配向で少なくとも実質的に維持されてもよく、その時点で、シリンジのシリン
ジフランジ端は、平行関係でこれら２つの構成要素を配置するように、電動注入器シリン
ジフランジ受容器の中へ方向付けられてもよい。
【００２５】
　電動注入器シリンジ受容器は、（例えば、受容器の側壁または基部に）１つ以上のスロ
ットを含んでもよい。任意の適切な数のスロットが利用されてもよい。一実施形態では、
３つのスロットが利用される。各スロットの少なくとも大部分は、中心長手軸と平行に延
在してもよい。それぞれのそのようなスロットは、電動注入器シリンジ受容器の長さの大
部分に沿って延在してもよい。
【００２６】
　電動注入器シリンジ受容器は、中心長手軸に沿って端壁まで延在する、細長い弓状側壁
とともに、端区画または壁を含んでもよい。電動注入器シリンジ受容器の端区画は、電動
注入器シリンジ受容器の中に着脱可能に配置される電動注入器シリンジの錐台状の端部分
と対応するように、錐台状であってもよい。開口が、電動注入器シリンジ受容器の中に着
脱可能に配置される電動注入器シリンジのノズルを収容するように、この端壁を通って延
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在してもよい。
【００２７】
　電動注入器シリンジ受容器は、電動注入器シリンジアセンブリの中心長手軸の周囲でわ
ずか１８０°延在する、第１の区画を含んでもよい（例えば、この軸が連結器を通って延
在する開口部または通路と一致する場合）。電動注入器シリンジ受容器の第１の区画は、
連結器の端（例えば、連結器の電動注入器シリンジ端）から延在してもよい。電動注入器
シリンジ受容器は、電動注入器シリンジアセンブリの中心長手軸の周囲に１８０°を越え
て延在する、シリンジ保持区画を含んでもよい。
【００２８】
　第１の区画およびシリンジ保持区画の両方が、電動注入器シリンジ受容器によって利用
されてもよい。電動注入器シリンジ受容器の第１の区画は、電動注入器シリンジアセンブ
リの中心長手軸に対して、連結器と電動注入器受容器のシリンジ保持区画との間に位置し
てもよい。一実施形態では、電動注入器シリンジ受容器のシリンジ保持区画は、電動注入
器シリンジアセンブリの中心長手軸に沿って十分な距離で延在し、電動注入器シリンジア
センブリを組み込む電動注入器の動作中に電動注入器シリンジ受容器内でシリンジを保持
する。
【００２９】
　第３、第４、および第５の側面と関連付けられる連結器は、同部品が電動注入器のシリ
ンジマウントと界面接触または相互作用する方法との関連を含んで、第１および第２の側
面に関して上記で論議される連結器に一致してもよい。しかしながら、第３、第４、およ
び第５の側面の連結器は、上記の連結フランジで終端してもよい。つまり、第３、第４、
および第５の側面によって使用される連結器は、上記の第２の円筒形区画を排除してもよ
い。
【００３０】
　いくつかの特徴の改良および付加的な特徴が、本発明の上記の第１、第２、第３、第４
、および第５の側面のそれぞれに別々に適用可能である。これらの特徴の改良および付加
的な特徴は、上記の第１、第２、第３、第４、および第５の側面のそれぞれに関して、個
別に、または任意の組み合わせで使用されてもよい。「単数形」の文脈または同等物に限
定されることを目的としている、本発明の任意の他の様々な側面の任意の特徴は、「のみ
」、「単一の」、「に限定される」、または同等物等の用語によって、本明細書で明確に
説明される。一般的に容認された根拠の実践による特徴を導入するだけでは、対応する特
徴を単数形に限定しない（例えば、電動注入器連結器が「装着フランジ」を含むことを示
すのみでは、電動注入器連結器が１つだけの装着フランジを含むことを意味しない）。ま
た、「少なくとも１つの」等の語句を使用しなかったことも、対応する特徴を単数形に限
定しない（例えば、電動注入器連結器が「装着フランジ」を含むことを示すのみでは、電
動注入器連結器が１つだけの装着フランジを含むことを意味しない）。特定の特徴に関す
る「少なくとも略」または同等物等といった語句の使用は、その対応する特徴的かつわず
かな変形例を含有する（例えば、シリンジバレルが少なくとも略円筒形であると示すこと
は、円筒形であるシリンジバレルを包含する）。最後に、「一実施形態では」という語句
と併せた特徴の言及は、特徴の使用を単一の実施形態に限定しない。
【００３１】
　本明細書で使用されるように、「着脱可能に相互接続される」という用語は、構成要素
が相互接続されるが、相互から着脱される能力を保持し、着脱後、構成要素のそれぞれが
使用可能な状態のままである構成要素間の関係を説明する。例えば、電動注入器に着脱可
能に接続される連結器、または電動注入器に着脱可能に相互接続される連結器とは、連結
器が、電動注入器によって使用可能である構成で（例えば、電動注入器が連結器を支持す
る方式で）、電動注入器上に現在設置されている状態を説明する。さらに、着脱された後
において、連結器および電動注入器のそれぞれは、もう一度着脱可能に相互接続される能
力を保持する。
【００３２】
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　流体放出を提供するために利用され得る任意の電動注入器は、任意の適切なサイズ、形
状、構成、および／または種類であってもよい。任意のそのような電動注入器は、任意の
適切なサイズ、形状、構成、および／または種類の１つ以上のシリンジプランジャドライ
バを利用してもよく、それぞれのそのようなシリンジプランジャドライバは、少なくとも
双方向移動（例えば、流体を放出するための第１の方向への移動、流体の装填および／ま
たは採取に適応するため、および／または後続の流体放出動作のための位置に戻るための
第２の方向への移動）が可能であり、それぞれのそのようなシリンジプランジャドライバ
は、（例えば、流体を放出するように）少なくとも１つの方向にシリンジプランジャを前
進させることができるよう、任意の適切な方式で（例えば、機械的接触によって、（機械
的または別様の）適切な連結器によって）その対応するシリンジプランジャと相互作用し
てもよい。各シリンジプランジャドライバは、任意の適切なサイズ、形状、構成、および
／または種類であってもよい。複数の駆動源出力が、所与のときに単一のシリンジプラン
ジャを前進させるように、任意の適切な方式で組み合わせられてもよい。１つ以上の駆動
源が、単一のシリンジプランジャドライバ専用であってもよく、１つ以上の駆動源が、複
数のシリンジプランジャドライバと関連付けられてもよく（例えば、１つのシリンジプラ
ンジャから別のシリンジプランジャへ出力を変更するように、ある種の伝送を組み込む）
、またはそれらの組み合わせである。代表的な駆動源の形態は、ブラシ付きまたはブラシ
レス電気モータ、油圧モータ、空気モータ、圧電モータ、またはステッピングモータを含
む。
【００３３】
　そのような電動注入器は、任意の適切な医療撮像用途（例えば、コンピュータ断層撮影
法またはＣＴ撮像、磁気共鳴映像法またはＭＲＩ、単光子放出コンピュータ断層撮影法ま
たはＳＰＥＣＴ撮像、陽電子放出コンピュータ断層撮影法またはＰＥＴ撮像、Ｘ線撮像、
血管造影撮像、光学的撮像、超音波撮像）、および／または任意の適切な医療診断および
／または治療用途（例えば、化学療法の注入、疼痛管理等）を無制限に含む、１つ以上の
医用流体の送達が所望される、任意の適切な用途に使用されてもよい。任意のそのような
電動注入器が、適切な撮像システム（例えば、ＣＴスキャナ）等の任意の構成要素または
構成要素の組み合わせと併用されてもよい。例えば、任意のそのような電動注入器と１つ
以上の他の構成要素との間で、情報（例えば、走査遅延情報、注入開始信号、注入速度）
を伝達することができる。
【００３４】
　任意の適切な数のシリンジが、任意の適切な様式で（例えば、着脱式、後部装填、前部
装填、側面装填）任意のそのような電動注入器とともに使用されてもよく、任意の適切な
医用流体が、任意のそのような電動注入器の所与のシリンジから放出されてもよく（例え
ば、造影剤、治療用流体、放射性医薬品、生理食塩水、およびそれらの任意の組み合わせ
）、任意の適切な流体が、任意の適切な様式で（例えば、順次的、同時に）で多重シリン
ジ電動注入器構成から放出されてもよく、またはそれらの任意の組み合わせである。一実
施形態では、電動注入器の動作によりシリンジから放出される流体は、導管（例えば、医
療管類セット）の中へ方向付けられ、この場合、この導管は、任意の適切な様式でシリン
ジと流体的に相互接続され、流体を所望の場所（例えば、注入のために患者に挿入される
カテーテル）に方向付けられる。複数のシリンジが、（例えば、単一の注入部位に提供す
るために）共通導管に注いでもよく、または１つのシリンジが、（例えば、１つの注入部
位に提供するために）１つの導管に注いでもよい一方で、別のシリンジは、（例えば、異
なる注入部位に提供するために）異なる導管に注いでもよい。一実施形態では、各シリン
ジは、シリンジバレルと、シリンジバレル内に配置され、かつそれに対して移動可能であ
るプランジャとを含む。このプランジャは、シリンジプランジャ駆動アセンブリが、少な
くとも１つの方向に、およびおそらく２つの異なる反対方向に、プランジャを前進させる
ことができるように、電動注入器のシリンジプランジャ駆動アセンブリと界面接触しても
よい。
【図面の簡単な説明】
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【００３５】
【図１】図１は、電動注入器の一実施形態の概略図である。
【図２Ａ】図２Ａは、可搬式スタンド装着式のデュアルヘッド電動注入器の一実施形態の
斜視図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、図２Ａの電動注入器によって使用されるパワーヘッドの拡大部分分
解斜視図である。
【図２Ｃ】図２Ｃは、図２Ａの電動注入器によって使用されるシリンジプランジャ駆動ア
センブリの一実施形態の概略図である。
【図３】図３は、電動注入器シリンジおよび連結器が永久的に接合されている、電動注入
器シリンジアセンブリの一実施形態の分解斜視図である。
【図４】図４は、組立状態の図３の電動注入器シリンジアセンブリの斜視図である。
【図５】図５は、その長さ寸法に沿って得られた、図４の電動注入器シリンジアセンブリ
の断面図である。
【図６】図６は、図３および４の電動注入器シリンジアセンブリによって使用される電動
注入器連結器のシリンジ端の斜視図である。
【図７】図７は、図３および４の電動注入器シリンジアセンブリによって使用される電動
注入器連結器の電動注入器端の斜視図である。
【図８】図８は、図３および４の電動注入器シリンジアセンブリによって使用される電動
注入器連結器のシリンジ端の端面図である。
【図９】図９は、図３および４の電動注入器シリンジアセンブリによって使用される電動
注入器連結器の電動注入器端の端面図である。
【図１０】図１０は、図３および４の電動注入器シリンジアセンブリによって使用される
電動注入器連結器の１つの側面図である。
【図１１】図１１は、図３および４の電動注入器シリンジアセンブリによって使用される
電動注入器連結器の別の側面図である。
【図１２】図１２は、一体化して形成され得るシリンジクレードルおよび連結器を組み込
み、電動注入器シリンジがクレードルの中に設置するために配置されている電動注入器シ
リンジアセンブリの別の実施形態の（シリンジ端からの）斜視上面図である。
【図１３】図１３は、その中に電動注入器シリンジが設置されている、図１２の電動注入
器シリンジアセンブリの（シリンジ端からの）斜視上面図である。
【図１４】図１４は、図１２の電動注入器シリンジアセンブリの裏面の斜視底面図である
。
【図１５】図１５は、その中に電動注入器シリンジが設置されている、その長軸に沿って
得られた図１２の電動注入器アセンブリの断面図である。
【図１６】図１６は、図１２の電動注入器シリンジアセンブリの（電動注入器端からの）
斜視上面図である。
【図１７】図１７は、図１２の電動注入器シリンジアセンブリの（シリンジ端からの）斜
視上面図である。
【図１８】図１８は、図１２の電動注入器シリンジアセンブリの電動注入器端の端面図で
ある。
【図１９】図１９は、図１２の電動注入器シリンジアセンブリのシリンジ端の端面図であ
る。
【図２０】図２０は、図１２の電動注入器シリンジアセンブリの側面図である。
【図２１】図２１は、図１２の電動注入器シリンジ　アセンブリの上面図である。
【図２２】図２２は、図１２の電動注入器シリンジ　アセンブリの底面図である。
【図２３】図２３は、図３～１１の電動注入器シリンジアセンブリによって使用される電
動注入器連結器の変形例の斜視図である。
【図２４】図２４は、図１２～２２の電動注入器シリンジアセンブリの変形例の斜視図で
ある。
【図２５】図２５は、図３～１１、１２～２２、２３、および２４の電動注入器シリンジ
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アセンブリを受容するための電動注入器シリンジマウントの一実施形態の（正面からの）
分解斜視図である。
【図２６】図２６は、図２５のシリンジマウントの（裏面からの）分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　図１は、パワーヘッド１２を有する電動注入器１０の一実施形態の概略図を提示する。
１つ以上のグラフィカルユーザインターフェースまたはＧＵＩ１１は、パワーヘッド１２
と関連付けられ得る。各ＧＵＩ１１は、１）任意の適切なサイズ、形状、構成、および／
または種類であってもよく、２）任意の適切な方式でパワーヘッド１２と動作可能に相互
接続されてもよく、３）任意の適切な場所に配置されてくもよく、４）電動注入器１０の
動作の１つ以上の側面を制御すること、電動注入器１０の動作と関連付けられる１つ以上
のパラメータを入力／編集すること、および（例えば、電動注入器１０の動作と関連付け
られる）適切な情報を表示することといった機能または、５）前述の内容の任意の組み合
わせのうちのいずれかを提供するように構成されてもよい。任意の適切な数のＧＵＩ１１
が利用されてもよい。一実施形態では、電動注入器１０は、パワーヘッド１２から分離し
ているが、それと通信するコンソールによって組み込まれるＧＵＩ１１を含む。別の実施
形態では、電動注入器１０は、パワーヘッド１２の一部であるＧＵＩ１１を含む。さらに
別の実施形態では、電動注入器１０は、パワーヘッド１２と通信する別個のコンソール上
の１つのＧＵＩ１１を利用し、また、パワーヘッド１２の上にある別のＧＵＩ１１も利用
する。各ＧＵＩ１１は、同じ機能性または一式の機能性を提供することができ、またはＧ
ＵＩ１１は、それぞれの機能性に関して少なくともいくらか異なってもよい。
【００３７】
　シリンジ２８は、パワーヘッド１２上に設置され得、設置されると、電動注入器１０の
一部と見なされてもよい。いくつかの注入処置が、シリンジ２８内で比較的高い圧力を生
成させ得る。この点に関して、圧力ジャケット２６内にシリンジ２８を配置することが望
ましくあり得る。圧力ジャケット２６は、一般的には、パワーヘッド１２上のシリンジ２
８の一部として、またはパワーヘッド１２にシリンジ２８を設置した後に、シリンジ２８
がその中に配置されることを可能にする方式でパワーヘッド１２と関連付けられる。複数
の注入処置のために、様々なシリンジ２８が圧力ジャケット２６内に配置され、圧力ジャ
ケット２６から除去されるにつれて、一般的には、同じ圧力ジャケット２６が、パワーヘ
ッド１２と関連付けられたままになる。電動注入器１０は、電動注入器１０が低圧注入の
ために構成／利用される場合、および／または電動注入器１０とともに利用されるシリン
ジ２８が、圧力ジャケット２６によって提供される付加的な支持を伴わずに高圧注入に耐
えるのに十分な耐久性である場合、圧力ジャケット２６を排除してもよい。いずれの場合
も、シリンジ２８から放出される流体は、任意の適切な方式でシリンジ２８と流体的に相
互接続され得、流体を任意の適切な場所に（例えば、患者に）方向付け得、任意の適切な
サイズ、形状、構成、および／または種類の導管３８の中へ方向付けられてもよい。
【００３８】
　パワーヘッド１２は、シリンジ２８（例えば、そのプランジャ３２）と相互作用（例え
ば、界面接触）してシリンジ２８から流体を放出するシリンジプランジャ駆動アセンブリ
またはシリンジプランジャドライバ１４を含む。このシリンジプランジャ駆動アセンブリ
１４は、駆動出力部１８（例えば、回転可能な駆動ネジ）に動力供給する駆動源１６（例
えば、任意の適切なサイズ、形状、構成、および／または種類のモータ、随意的な歯車装
置、および同等物）を含む。ラム２０が、駆動出力部１８によって適切な経路（例えば、
軸方向）に沿って前進させられ得る。ラム２０は、以下で論議される方式で、シリンジ２
８の対応する部分と相互作用または界面接触する連結具２２を含んでもよい。
【００３９】
　シリンジ２８は、シリンジバレル３０内で移動可能に配置されるプランジャまたはピス
トン３２を含む（例えば、双頭矢印Ｂに一致する軸に沿った軸方向往復のため）。プラン
ジャ３２は、連結具３４を含んでもよい。このシリンジプランジャ連結具３４は、ラム連
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結具２２を相互作用または界面接触して、シリンジプランジャ駆動アセンブリ１４が、シ
リンジバレル３０内でシリンジプランジャ３２を後退させることを可能にしてもよい。シ
リンジプランジャ連結具３４は、ヘッドまたはボタン３６ｂとともにシリンジプランジャ
３２の本体から延在するシャフト３６ａの形態であってもよい。しかしながら、シリンジ
プランジャ連結具３４は、任意の適切なサイズ、形状、構成、および／または種類であっ
てもよい。
【００４０】
　概して、電動注入器１０のシリンジプランジャ駆動アセンブリ１４は、（例えば、対応
するシリンジ２８から流体を放出するように）少なくとも１つの方向に（シリンジバレル
３０に対して）シリンジプランジャ３２を移動または前進させることができるよう、任意
の適切な方式で（例えば、機械的接触によって、（機械的または別様の）適切な連結器に
よって）シリンジ２８のシリンジプランジャ３２と相互作用し得る。つまり、シリンジプ
ランジャ駆動アセンブリ１４は、（例えば、同じ駆動源１６の動作を介して）双方向運動
が可能であり得るが、電動注入器１０は、シリンジプランジャ駆動アセンブリ１４の動作
が、実際には、電動注入器１０によって使用されている各シリンジプランジャ３２を１つ
の方向のみに移動させるのみであるように構成されてもよい。しかしながら、シリンジプ
ランジャ駆動アセンブリ１４は、２つの異なる方向のそれぞれに（例えば、共通軸方向経
路に沿った異なる方向に）それぞれのそのようなシリンジプランジャ３２を移動させるこ
とができるよう、電動注入器１０によって使用されている各シリンジプランジャ３２と相
互作用するように構成されてもよい。
【００４１】
　シリンジプランジャ３２の後退は、後続の注入または放出のためにシリンジバレル３０
の中へ流体を装填することに適応するために利用されてもよく、後続の注入または放出の
ためにシリンジバレル３０の中へ流体を実際に引き込むために利用されてもよく、または
任意の他の適切な目的で利用されてもよい。ある構成は、シリンジプランジャ駆動アセン
ブリ１４がシリンジプランジャ３２を後退させることが可能であることを要求しなくても
よく、この場合、ラム連結具２２およびシリンジプランジャ連結具３４は、所望されなく
てもよい。この場合、シリンジプランジャ駆動アセンブリ１４は、（例えば、別の事前充
填されたシリンジ２８が設置された後に）別の流体送達動作を実行する目的で後退させら
れてもよい。ラム連結具２２およびシリンジプランジャ連結具３４が利用されるときでさ
えも、これらの構成要素は、ラム２０がシリンジプランジャ３２を前進させてシリンジ２
８から流体を放出する（例えば、ラム２０が単にシリンジプランジャ３４を、またはシリ
ンジプランジャ３２の近位端を直接、「押し進め」てもよい）ときに、連結されてもされ
なくてもよい。任意の適切な寸法または寸法の組み合わせにおける任意の単一の運動また
は運動の組み合わせが、ラム連結具２２およびシリンジプランジャ連結具３４を連結状態
もしくは状況で配置するため、ラム連結具２２およびシリンジプランジャ連結具３４を分
離状態もしくは状況で配置するため、またはその両方で利用されてもよい。
【００４２】
　シリンジ２８は、任意の適切な方式でパワーヘッド１２上に設置されてもよい。例えば
、シリンジ２８は、パワーヘッド１２上に直接設置されるように構成することができる。
図示した実施形態では、筐体２４が、シリンジ２８とパワーヘッド１２との間に界面を提
供するように、パワーヘッド１２上に適切に装着される。この筐体２４は、シリンジ２８
の１つ以上の構成が設置されてもよい、アダプタの形態であってもよく、シリンジ２８の
少なくとも１つの構成は、そのようなアダプタを使用することなく、パワーヘッド１２上
に直接設置することができる。筐体２４はまた、シリンジ２８の１つ以上の構成が設置さ
れてもよい面板の形態であってもよい。この場合、面板は、パワーヘッド１２上にシリン
ジ２８を設置するために必要とされる、つまり、シリンジ２８は、面板を伴わずにパワー
ヘッド１２上に設置することができなくあり得る。圧力ジャケット２６が使用されている
とき、それは、シリンジ２８に関して本明細書で論議される様々な方式でパワーヘッド１
２上に設置されてもよく、次いでその後、シリンジ２８が、圧力ジャケット２６の中に設
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置される。
【００４３】
　筐体２４は、シリンジ２８を設置するときに、パワーヘッド１２上に装着され、それに
対する固定位置でとどまり得る。別のオプションは、筐体２４とパワーヘッド１２とを移
動可能に相互接続して、シリンジ２８の設置に適合させることである。例えば、筐体２４
は、双頭矢印Ａを含有する平面内で移動して、ラム連結具２２とシリンジプランジャ連結
具３４との間に、連結状態または状況および非連結状態または状況のうちの１つ以上を提
供してもよい。
【００４４】
　１つの特定の電動注入器構成が、図２Ａに図示され、参照数字４０によって識別され、
図１の電動注入器１０に少なくとも略一致する。電動注入器４０は、可搬式スタンド４８
上に装着されるパワーヘッド５０を含む。電動注入器４０用の２つのシリンジ８６ａ、８
６ｂが、パワーヘッド５０に装着される。流体が、電動注入器４０の動作中にシリンジ８
６ａ、８６ｂから放出され得る。
【００４５】
　可搬式スタンド４８は、任意の適切なサイズ、形状、構成、および／または種類であっ
てもよい。車輪、ローラ、キャスタ、または同等物が、スタンド４８を可搬式にするため
に利用されてもよい。パワーヘッド５０は、可搬式スタンド４８に対して固定位置に保持
することができる。しかしながら、少なくともある方式で、パワーヘッド５０の位置を可
搬式スタンド４８に対して調整可能にさせることが望ましくあり得る。例えば、シリンジ
８６ａ、８６ｂのうちの１つ以上の中に流体を装填するときに、可搬式スタンド４８に対
して１つの位置にパワーヘッド５０を有し、注入処置を実施するために、可搬式スタンド
４８に対して異なる位置にパワーヘッド５０を有することが望ましくあり得る。この点に
関して、パワーヘッド５０は、任意の適切な方式で（例えば、パワーヘッド５０が少なく
ともある可動域を通して旋回され、その後、所望の位置に維持されてもよいように）、可
搬式スタンド４８と移動可能に相互接続されてもよい。
【００４６】
　流体を提供するために、任意の適切な方式でパワーヘッド５０を支持できることを理解
されたい。例えば、携帯用構造に装着される代わりに、パワーヘッド５０を支持アセンブ
リと相互接続することができ、支持アセンブリは次に、適切な構造（例えば、天井、壁、
床）に装着される。パワーヘッド５０用の任意の支持アセンブリは、少なくともいくらか
位置的に調整可能であってもよく（例えば、１つ以上の支持区画を有することによって、
１つ以上の他の支持区画に対して再配置されてもよい）、または固定位置に維持されても
よい。また、パワーヘッド５０は、固定位置に維持されるように、または支持アセンブリ
に対して調整可能であるように、任意のそのような支持アセンブリと一体化してもよい。
【００４７】
　パワーヘッド５０は、グラフィカルユーザインターフェースまたはＧＵＩ５２を含む。
このＧＵＩ５２は、電動注入器４０の動作の１つ以上の側面を制御すること、電動注入器
４０の動作と関連付けられる１つ以上のパラメータを入力／編集すること、および（例え
ば、電動注入器４０の動作と関連付けられる）適切な情報を表示することといった機能の
うちの１つまたは任意の組み合わせを提供するように構成されてもよい。電動注入器４０
はまた、コンソール４２およびパワーパック４６も含んでもよく、それぞれは、テーブル
上に配置されてもよく、または検査室の電子機器ラック上もしくは任意の他の適切な場所
に装着されてもよく、あるいは両方である任意の適切な方式で（例えば、１つ以上のケー
ブルを介して）パワーヘッド５０と通信していてもよい。パワーパック４６は、注入器４
０の電力供給部、コンソール４２とパワーヘッド５０との間の通信を提供するためのイン
ターフェース回路、遠隔コンソール等の遠隔ユニットへの電動注入器４０の接続を可能に
するための回路、遠隔ハンドもしくはフット制御スイッチ、または他の相手先商標製品製
造（ＯＥＭ）遠隔制御接続（例えば、注入器４０の動作が撮像システムのＸ線照射と同期
されることを可能にする）、および任意の他の適切な構成部品のうちの１つ以上および任



(16) JP 2013-501583 A 2013.1.17

10

20

30

40

50

意の適切な組み合わせを含んでもよい。コンソール４２は、タッチスクリーンディスプレ
イ４４を含んでもよく、タッチスクリーンディスプレイ４４は次に、操作者が電動注入器
４０の動作の１つ以上の側面を遠隔制御することを可能にすること、操作者が電動注入器
４０の動作と関連付けられる１つ以上のパラメータを入力／編集することを可能にするこ
と、操作者が電動注入器４０の電動動作のためのプログラム（後に、操作者による始動時
に、電動注入器４０によって電動的に実行することができる）を特定および記憶すること
を可能にすること、電動注入器４０に関連し、かつその動作の任意の側面を含む、任意の
適切な情報を表示することといった機能のうちの１つ以上を任意の適切な組み合わせで提
供してもよい。
【００４８】
　シリンジ８６ａ、８６ｂのパワーヘッド５０との一体化に関する様々な詳細が、図２Ｂ
に提示されている。シリンジ８６ａ、８６ｂの各々は、同じ一般的な構成要素を含む。シ
リンジ８６ａは、シリンジバレル８８ａ内に移動可能に配置されるプランジャまたはピス
トン９０ａを含む。パワーヘッド５０の動作を介した軸１００ａ（図２Ａ）に沿ったプラ
ンジャ９０ａの移動は、シリンジバレル８８ａ内からシリンジ８６ａのノズル８９ａを通
して流体を放出する。適切な導管（図示せず）は、一般的には、流体を所望の場所（例え
ば、患者）に方向付けるために、任意の適切な方式でノズル８９ａと流体的に相互接続さ
れる。同様に、シリンジ８６ｂは、シリンジバレル８８ｂ内に移動可能に配置されるプラ
ンジャまたはピストン９０ｂを含む。パワーヘッド５０の動作を介した軸１００ｂ（図２
Ａ）に沿ったプランジャ９０ｂの移動は、シリンジバレル８８ｂ内からシリンジ８６ｂの
ノズル８９ｂを通して流体を放出する。適切な導管（図示せず）は、一般的には、流体を
所望の場所（例えば、患者）に方向付けるために、任意の適切な方式でノズル８９ｂと流
体的に相互接続される。
【００４９】
　シリンジ８６ａは、中間面板１０２ａを介してパワーヘッド５０と相互接続される。こ
の面板１０２ａは、シリンジバレル８８ａの少なくとも一部を支持し、任意の付加的な機
能性または機能性の組み合わせを提供／収容して得るクレードル１０４を含む。装着具８
２ａが、面板１０２ａとの相互作用のためにパワーヘッド５０上に配置され、かつそれに
対して固定される。シリンジ８６ａのシリンジプランジャ駆動アセンブリまたはシリンジ
プランジャドライバ５６（図２Ｃ）の各部分であるラム７４のラム連結具７６（図２Ｃ）
が、パワーヘッド５０上に装着されると、面板１０２ａに近接して配置される。シリンジ
プランジャ駆動アセンブリ５６に関する詳細を、図２Ｃに関して以下でより詳細に論議す
る。概して、ラム連結具７６は、シリンジ８６ａのシリンジプランジャ９０ａと連結され
てもよく、次いで、ラム連結具７６およびラム７４（図２Ｃ）は、軸１００ａ（図２Ａ）
に沿ってシリンジプランジャ９０ａを移動させるように、パワーヘッド５０に対して移動
させられ得る。シリンジプランジャ９０ａを移動させてシリンジ８６ａのノズル８９ａか
ら流体を放出するときに、ラム連結具７６は、シリンジプランジャ９０ａと係合されるが
、実際にはシリンジプランジャ９０ａに連結されなくもてよい。
【００５０】
　面板１０２ａは、パワーヘッド５０上の装着具８２ａへの面板１０２ａの装着およびそ
こからの面板１０２ａの除去の両方のために、少なくとも概して、軸１００ａ、１００ｂ
（それぞれシリンジプランジャ９０ａ、９０ｂの移動と関連付けられ、図２Ａに図示され
る）に対して直角である平面内を移動させられ得る。面板１０２ａは、パワーヘッド５０
上のその対応するラム連結具７６とシリンジプランジャ９０ａを連結させるために使用さ
れ得る。この点に関して、面板１０２ａは、一対のハンドル１０６ａを含む。概して、お
よび最初にシリンジ８６ａが面板１０２ａ内に配置されている状態で、ハンドル１０６ａ
は、少なくとも概して、軸１００ａ、１００ｂ（それぞれシリンジプランジャ９０ａ、９
０ｂの移動と関連付けられ、図２Ａに図示される）に対して直角である平面内で、次にシ
リンジ８６ａを移動／平行移動させるために移動させられ得る。ハンドル１０６ａを１つ
の位置に移動させることにより、少なくとも略下向き方向に（面板１０２ａに対して）シ
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リンジ８６ａを移動／平行移動させて、そのシリンジプランジャ９０ａをその対応するラ
ム連結具７６と連結する。ハンドル１０６ａを別の位置に移動させることにより、少なく
とも略上向き方向に（面板１０２ａに対して）シリンジ８６ａを移動／平行移動させて、
そのシリンジプランジャ９０ａを、その対応するラム連結具７６から連結解除する。
【００５１】
　シリンジ８６ｂは、中間面板１０２ｂを介してパワーヘッド５０と相互接続される。装
着具８２ｂは、面板１０２ｂとの相互作用のためにパワーヘッド５０上に配置され、それ
に対して固定される。シリンジ８６ｂのシリンジプランジャ駆動アセンブリ５６の各部分
であるラム７４のラム連結具７６（図２Ｃ）が、パワーヘッド５０に装着されると、面板
１０２ｂに近接して配置される。シリンジプランジャ駆動アセンブリ５６に関する詳細を
、再び図２Ｃに関して以下でより詳細に論議する。概して、ラム連結具７６は、シリンジ
８６ｂのシリンジプランジャ９０ｂと連結されてもよく、ラム連結具７６およびラム７４
（図２Ｃ）は、軸１００ｂ（図２Ａ）に沿ってシリンジプランジャ９０ｂを移動させるよ
うに、パワーヘッド５０に対して移動させられてもよい。シリンジプランジャ９０ｂを移
動させてシリンジ８６ｂのノズル８９ｂから流体を放出するときに、ラム連結具７６は、
シリンジプランジャ９０ｂと係合されるが、実際にはシリンジプランジャ９０ｂに連結さ
れなくもてよい。
【００５２】
　面板１０２ｂは、パワーヘッド５０上の装着具８２ｂ上への面板１０２ｂの装着および
そこからの面板１０２ｂの除去の両方のために、少なくとも概して、軸１００ａ、１００
ｂ（それぞれシリンジプランジャ９０ａ、９０ｂの移動と関連付けられ、図２Ａに図示さ
れる）に対して直角である平面内で移動させられてもよい。面板１０２ｂは、パワーヘッ
ド５０上のその対応するラム連結具７６とシリンジプランジャ９０ｂとを連結させるため
に使用されてもよい。この点に関して、面板１０２ｂは、ハンドル１０６ｂを含んでもよ
い。概して、および最初にシリンジ８６ｂが面板１０２ｂ内に配置されている状態で、シ
リンジ８６ｂは、その長軸１００ｂ（図２Ａ）に沿って、かつ面板１０２ｂに対して回転
させられてもよい。この回転は、ハンドル１０６ｂを移動させることによって、シリンジ
８６ｂを把持および旋回することによって、またはその両方によって実現されてもよい。
いずれの場合も、この回転は、少なくとも概して、軸１００ａ、１００ｂ（それぞれシリ
ンジプランジャ９０ａ、９０ｂの移動と関連付けられ、図２Ａに図示される）に対して直
角である平面内で、シリンジ８６ｂおよび面板１０２ｂの両方を移動／平行移動させる。
シリンジ８６ｂを一方向に回転させることにより、少なくとも略下向き方向にシリンジ８
６ｂおよび面板１０２ｂを移動／平行移動させて、シリンジプランジャ９０ｂを、その対
応するラム連結具７６と連結する。シリンジ８６ｂを反対方向に回転させることにより、
少なくとも略上向き方向にシリンジ８６ｂおよび面板１０２ｂを移動／平行移動させて、
そのシリンジプランジャ９０ｂを、その対応するラム連結具７６から連結解除する。
【００５３】
　図２Ｂに図示されるように、シリンジプランジャ９０ｂは、プランジャ本体９２と、シ
リンジプランジャ連結具９４とを含む。このシリンジプランジャ連結具９４は、プランジ
ャ本体９２から離間しているヘッド９６とともに、プランジャ本体９２から延在するシャ
フト９８を含む。ラム連結具７６のそれぞれは、ラム連結具７６の面上のより小さいスロ
ットの後ろに配置されるより大きいスロットを含む。シリンジプランジャ連結具９４のヘ
ッド９６は、ラム連結具７６のより大きいスロット内に配置されてもよく、シリンジプラ
ンジャ連結具９４のシャフト９８は、シリンジプランジャ９０ｂおよびその対応するラム
連結具７６が連結状態または状況であるときに、ラム連結具７６の面上のより小さいスロ
ットを通って延在してもよい。シリンジプランジャ９０ａは、その対応するラム連結具７
６との相互作用のために、同様のシリンジプランジャ連結具９４を含んでもよい。
【００５４】
　パワーヘッド５０は、電動注入器４０において、シリンジ８６ａ、８６ｂから流体を放
出するために利用される。つまり、パワーヘッド５０は、シリンジ８６ａ、８６ｂのそれ
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ぞれから流体を放出する原動力を提供する。シリンジプランジャ駆動アセンブリまたはシ
リンジプランジャドライバとして特徴付けられてもよいものの一実施形態が、図２Ｃに図
示され、参照数字５６で識別され、シリンジ８６ａ、８６ｂのそれぞれから流体を放出す
るためにパワーヘッド５０によって利用されてもよい。別個のシリンジプランジャ駆動ア
センブリ５６が、シリンジ８６ａ、８６ｂのそれぞれのパワーヘッド５０に組み込まれて
もよい。この点に関して、および再び図２Ａ－Ｂを参照すると、パワーヘッド５０は、シ
リンジプランジャ駆動アセンブリ５６のそれぞれを別個に制御する際に使用するための手
動式ノブ８０ａおよび８０ｂを含んでもよい。
【００５５】
　最初に、および図２Ｃのシリンジプランジャ駆動アセンブリ５６に関して、その個々の
構成要素のそれぞれは、任意の適切なサイズ、形状、構成、および／または種類であって
もよい。シリンジプランジャ駆動アセンブリ５６は、出力シャフト６０を有するモータ５
８を含む。駆動歯車６２が、モータ５８の出力シャフト６０上に装着され、それとともに
回転する。駆動歯車６２は、駆動歯車６４と係合されるか、または少なくとも係合可能で
ある。駆動歯車６４は、駆動ネジまたはシャフト６６上に装着され、それとともに回転す
る。その周囲で駆動ネジ６６が回転する軸は、参照数字６８によって識別される。１つ以
上の軸受７２が、駆動ネジ６６を適切に支持する。
【００５６】
　キャリッジまたはラム７４が、駆動ネジ６６上に移動可能に装着される。概して、一方
向への駆動ネジ６６の回転が、対応するシリンジ８６ａ／ｂの方向へ駆動ネジ６６に沿っ
て（それにより、軸６８に沿って）ラム７４を軸方向に前進させる一方で、反対方向への
駆動ネジ６６の回転は、対応するシリンジ８６ａ／ｂから離れる方向に駆動ネジ６６に沿
って（それにより、軸６８に沿って）ラム７４を軸方向に前進させる。この点に関して、
駆動ネジ６６の少なくとも一部の周囲は、ラム７４の少なくとも一部と界面接触する螺旋
ネジ山７０を含む。ラム７４はまた、駆動ネジ６６の回転中にラム７４が回転することを
可能にしない適切なブッシング７８内に移動可能に装着される。したがって、駆動ネジ６
６の回転は、駆動ネジ６６の回転方向によって決定される方向にラム７４の軸方向移動を
提供する。
【００５７】
　ラム７４は、対応するシリンジ８６ａ／ｂのシリンジプランジャ９０ａ／ｂのシリンジ
プランジャ連結具９４と着脱可能に連結され得る連結具７６を含む。ラム連結具７６とシ
リンジプランジャ連結具９４とが適切に連結されると、シリンジプランジャ９０ａ／ｂは
、ラム７４に沿って移動する。図２Ｃは、シリンジ８６ａ／ｂが、ラム７４に連結される
ことなく、その対応する軸１００ａ／ｂに沿って移動させられ得る構成を図示する。シリ
ンジプランジャ９０ａ／ｂのヘッド９６がラム連結具７６と整列させられるが、軸６８は
依然として図２Ｃのオフセット構成であるように、シリンジ８６ａ／ｂが、その対応する
軸１００ａ／ｂに沿って移動させられるとき、シリンジ８６ａ／ｂは、それに沿ってラム
７４が移動する軸６８に対して直角である平面内で平行移動させられ得る。これは、上記
の方式で、ラム連結具７６とシリンジプランジャ連結具９６との間の連結係合を確立する
。
【００５８】
　図１および図２Ａ－Ｃの電動注入器１０、４０のそれぞれは、流体が検体（例えば、患
者）に注入される医療撮像用途を限定することなく含む任意の適切な用途に使用されても
よい。電動注入器１０、４０の代表的な医療撮像用途は、コンピュータ断層撮影法または
ＣＴ撮像、磁気共鳴映像法またはＭＲＩ、単光子放出コンピュータ断層撮影法またはＳＰ
ＥＣＴ撮像、陽電子放出コンピュータ断層撮影法またはＰＥＴ撮像、Ｘ線撮像、血管造影
撮像、光学的撮像、および超音波撮像を限定することなく含む。電動注入器１０、４０は
それぞれ、単独で、または１つ以上の他の構成要素と組み合わせて使用することができる
。電動注入器１０、４０はそれぞれ、例えば、電動注入器１０、４０と１つ以上の他の構
成要素との間で情報（例えば、走査遅延情報、注入開始信号、注入速度）が伝達されても
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よいように１つ以上の構成要素と動作可能に相互接続されてもよい。
【００５９】
　単一ヘッド構成（単一シリンジ用）およびデュアルヘッド構成（２つのシリンジ用）を
限定することなく含む任意の数のシリンジが、電動注入器１０、４０のそれぞれによって
利用されてもよい。多重シリンジ構成の場合、各電動注入器１０、４０は、任意の適切な
方式で、任意のタイミング順序に従って（例えば、２つ以上のシリンジからの順次放出、
２つ以上のシリンジからの同時放出、またはそれらの任意の組み合わせ）、様々なシリン
ジから流体を放出してもよい。複数のシリンジが、（例えば、単一の注入部位に提供する
ために）共通導管に注いでもよく、または１つのシリンジが、（例えば、１つの注入部位
に提供するために）１つの導管に注いでもよい一方で、別のシリンジは、（例えば、異な
る注入部位に提供するために）異なる導管に注いでもよい。電動注入器１０、４０のそれ
ぞれによって利用されるそれぞれのそのようなシリンジは、任意の適切な流体（例えば、
医用流体）、例えば、造影剤、放射性医薬品、生理食塩水、またはそれらの任意の組み合
わせを含んでもよい。電動注入器１０、４０のそれぞれによって利用されるそれぞれのそ
のようなシリンジは、任意の適切な方式で設置されてもよい（例えば、後部装填構成が利
用されてもよく、前部装填構成が利用されてもよく、側面装填構成が利用されてもよい）
。
【００６０】
　電動注入器シリンジアセンブリとして特徴付けられてもよいものの一実施形態が、図３
～１１に図示され、参照数字１１０によって識別される。電動注入器シリンジアセンブリ
１１０は、概して、電動注入器シリンジ１１２と、電動注入器連結器１３０とを含み、図
２５～２６に関して以下で論議される方式で、集合的に電動注入器上に設置されてもよい
（例えば、単一のユニットとして設置される）。概して、電動注入器シリンジ１１２は、
連結器１３０に永久的に装着、接合、または付加される。電動注入器シリンジ１１２と電
動注入器連結器１３０との間の任意の適切な永久接続が利用されてもよい（例えば、ＲＦ
溶接、音波溶接、接着、超音波溶接、熱かしめ、スナップ／締り嵌め、機械的締結具、ま
たはそれらの任意の組み合わせ）。永久的に装着、接合、または付加されることは、電動
注入器シリンジ１１２または電動注入器連結器１３０のうちの少なくとも１つを損傷させ
ることなく、電動注入器シリンジ１１２が電動注入器連結器１３０から分離されることを
企図としていないことを意味する。
【００６１】
　任意の適切な構成が電動注入器シリンジ１１２によって利用されてもよい。図示した実
施形態では、電動注入器シリンジ１１２は、シリンジ本体１１３を含む。このシリンジ本
体１１３は、任意の適切な構成であってもよく、図示した実施形態では、その一端上のシ
リンジフランジ１２０（任意の適切な構成であってもよい）と、このシリンジフランジ１
２０から延在するシリンジバレル１１４（例えば、円筒形の周囲）と、シリンジバレル１
１４から延在するテーパ状、錐台状、または截頭錐体の遷移区画１１６（例えば、シリン
ジバレル１１４からシリンジ１１２のノズル１１８に向かって進む、電動注入器シリンジ
アセンブリ１１０の中心長手軸１３８に向かって内向きにテーパ状になる）と、遷移区画
１１６から延在するノズル１１８とを含む。管類（図示せず）が、任意の適切な方式で（
例えば、所望の管類と相互作用するためのコネクタまたは任意の他の適切な構造を含むノ
ズル１１８によって）ノズル１１８に装着されてもよい。
【００６２】
　任意の適切な構成のプランジャ１２２が、シリンジ本体１１３に対して移動可能であり
、少なくとも部分的にシリンジ本体１１３内に配置される。図示した実施形態では、プラ
ンジャ１２２は、プランジャ本体１２４およびプランジャヘッドまたはキャップ１２６の
形態である二部品構造である。プランジャ本体１２４が、電動注入器ラムと界面接触また
は相互接続するように構成されてもよい一方で、プランジャキャップ１２６は、シリンジ
本体１１３内に含有される液体と界面接触する。プランジャキャップ１２６は、任意の適
切な方式で（例えば、スナップ式接続を使用して）プランジャ本体１２４に装着されても
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よい。プランジャキャップ１２６は、シリンジ本体１１３内に含有される液体と界面接触
する平坦な端を有するものとして図示されているが、他の構成（例えば、円錐形）を利用
することができる。
【００６３】
　電動注入器連結器１３０は、電動注入器シリンジアセンブリ１００が、電動注入器に設
置されることを可能にし、電動注入器シリンジ１１２の端に配置されるものとして特徴付
けられてもよい。電動注入器シリンジ１１２は、単独で（例えば、電動注入器シリンジア
センブリ１１０に組み込まれることなく）、１つの電動注入器構成と連動するように構成
されてもよいことに留意されたい。しかしながら、電動注入器シリンジ１１２が、電動注
入器シリンジアセンブリ１１０を画定するために電動注入器連結器１３０と組み合わせて
使用されるとき、電動注入器シリンジ１１２は、異なる電動注入器構成とともに使用され
てもよい。つまり、電動注入器シリンジ１１２は、１つの構成の電動注入器上のシリンジ
マウントに直接着脱可能に装着されてもよいが、電動注入器連結器１３０が、異なる電動
注入器構成のシリンジマウントに着脱可能に装着されることを要求してもよい。
【００６４】
　電動注入器連結器１３０は、一体または一部品構造であってもよい。つまり、電動注入
器連結器１３０は、電動注入器連結器１３０の隣接部分との間にいずれの種類の接合部も
ないように構成されてもよい。電動注入器連結器１３０はまた、屈曲または偏向による以
外で移動する部分を欠いているものとして特徴付けられてもよい。電動注入器連結器１３
０は、任意の適切な材料または材料の組み合わせから形成されてもよいが、一実施形態で
は、電動注入器連結器１３０は、アルミニウム、鋼鉄、ポリカーボネート、ポリエステル
、ＰＰ、ＰＥＴ、ＰＢＴ、ＰＥ、および他の好適なプラスチック等の材料から製造される
。
【００６５】
　電動注入器連結器１３０は、本体１３２を含むものとして特徴付けられてもよく、本体
は次に、電動注入器シリンジアセンブリ１１０の中心長手軸１３８に沿って離間している
第１端１３４（例えば、電動注入器端）および第２端１３６（例えば、シリンジ端）を有
する。開口部または通路１４０は、中心長手軸１３６に沿って電動注入器連結器１３０を
貫通して、またはその第１／電動注入器端１３４とその第２／シリンジ端１３６との間に
延在する。電動注入器のラムは、（例えば、放出ストローク時に、またはプランジャ１２
２がシリンジノズル１１８に向かって前進させられる場合）少なくとも１つの方向へシリ
ンジ本体１１３に対してプランジャ１２２を移動させることができるように、この開口部
１４０を通って延在して電動注入器シリンジ１１２のプランジャ１２２と相互作用（例え
ば、界面接触および／または着脱可能に相互接続）してもよい。電動注入器連結器１３０
の本体１３２は、任意の適切な種類であり、電動注入器シリンジ１１２の１つ以上の特性
を電動注入器に識別させるために利用されてもよい（例えば、電動注入器は、光学的、機
械的等を含む任意の適切な方式で符号化要素１５２を「読み取って」もよい）、１つ以上
の符号化要素１５２を含んでもよい。
【００６６】
　連結フランジ１４２が、電動注入器連結器１３０の第２またはシリンジ端１３６に向か
って配置される。連結フランジ１４２は、ドリップフランジ１４２として特徴付けられて
もよく、電動注入器シリンジアセンブリ１１０が電動注入器連結器１３０を介して電動注
入器に装着されると、少なくとも多少の流体障壁または流体移動に対する障害を提供する
ように機能する。いずれの場合も、連結フランジ１４２は、個別に、または任意の組み合
わせで適用してもよいいくつかの構造的特性の対象となり、（１）連結フランジ１４２は
、中心長手軸１３８の周囲に３６０°全体に延在する環状構成を有してもよく、（２）連
結フランジ１４２は、固定した外径を有してもよく、（３）連結フランジ１４２は、円形
周囲を有してもよく、（４）連結フランジ１４２の周囲は、電動注入器連結器１３０の最
大外径を画定してもよい、（５）連結フランジ１４２は、一実施形態では０．０１０”か
ら０．０２０”までの範囲内の最大厚さを有し、別の実施形態では約０．５”の最大厚さ
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を有し、この最大厚さは、中心長手軸１３８に沿って、またはそれと平行に測定され、（
６）連結フランジ１４２は、一体または一部品構造（例えば、屈曲または偏向による以外
で移動する部品を持たない）であってもよく、（７）連結フランジ１４２は、円盤状であ
ってもよい。
【００６７】
　連結フランジ１４２の内縁は、電動注入器連結器１３０の開口部または中心通路１４０
の中へ延在して、シリンジフランジ台座１５４を画定し得る。つまり、シリンジフランジ
１２０の端が、連結器１３０の内部で連結フランジ１４２の端面と界面接触するか、また
はそれに対して隣接してもよい。シリンジフランジ台座１５４は、代わりに、連結フラン
ジ１４２とは別の構造となり得る。シリンジフランジ台座１５４および連結フランジ１４
２は、示されるように中心長手軸１３８に沿った同じ位置に配置されてもよく、または中
心長手軸１３８に沿った異なる位置に配置することができる（例えば、シリンジフランジ
台座１５４が連結フランジ１４２の一部ではない場合）。
【００６８】
　電動注入器連結器１３０の本体１３２はまた、連結フランジ１４２と電動注入器連結器
１３０の第１または電動注入器端１３４との間に位置する、少なくとも１つの装着または
保持フランジ１４４も含む。図示した実施形態では、単一の環状装着フランジ１４４が、
電動注入器連結器１３０によって利用される（「環状」は、装着フランジ１４４が中心長
手軸１３８の周囲に３６０°全体に延在することを意味する）。図２５～２６に関して以
下で論議されるように、装着フランジ１４４は、電動注入器上への電動注入器シリンジア
センブリ１１０の設置を容易にするために使用される。この点に関して、装着フランジ１
４４は、異なる配向で配置される斜面１４６および端面１４８を含む。斜面１４６が、電
動注入器連結器１３０の第１または電動注入器端１３４の方向に進んで内向きに傾斜する
か、テーパ状になる（例えば、電動注入器連結器１３０の第２またはシリンジ端１３６の
方向に進んで外向きに傾斜するか、テーパ状になる）一方で、端面１４８は、電動注入器
シリンジアセンブリ１１０の中心長手軸１３８と垂直に配置されてもよい（しかし他の配
向が、対応する電動注入器に電動注入器シリンジアセンブリ１１０を固定するために端面
１４８にとって適切であってもよい）。概して、端面１４８は、その上に設置されたとき
に、電動注入器に対する電動注入器シリンジアセンブリ１１０の移動に抵抗するように配
向されてもよく、この移動は、少なくとも概して、中心長手軸１３８に沿っている（例え
ば、ある種の軸方向停止の機能を提供する）。
【００６９】
　装着フランジ１４４は、楔形の断面を有するものとして特徴付けられてもよい。別の特
徴として、装着フランジ１４４は、連結器１３０の連結フランジ１４２または第２／シリ
ンジ端１３６の方向に継続して（例えば、継続的に）増大する外径を有してもよい。さら
に別の特徴として、装着フランジ１４４は、中心長手軸１３８に沿って継続する、少なく
とも２つの異なる外径を含む。装着フランジ１４４は、移動させられると別の構造の所望
の移動（例えば、電動注入器上の電動注入器シリンジアセンブリ１１０の設置を促進する
方式で、電動注入器のシリンジマウントの一部の移動）を促進する構造である、カムとし
て特徴付けられてもよい。
【００７０】
　１つ以上の連結部材１５０は、電動注入器連結器１３０によって（例えば、その周囲に
）組み込まれる。図２５～２６に関して以下で論議されるように、連結部材１５０が、（
例えば、電動注入器シリンジアセンブリ１１０を着脱可能に受容する電動注入器シリンジ
マウントのアクチュエータの対応する連結部材と相互作用することによって）電動注入器
からの電動注入器シリンジアセンブリ１１０の除去を容易にするために使用される。各連
結部材１５０は、任意の適切な構成であってもよい。図示した実施形態では、各連結部材
１５０は、（例えば、電動注入器シリンジアセンブリ１１０の回転がアクチュエータを回
転させ、次にそれが電動注入器シリンジアセンブリ１１０から電動注入器シリンジマウン
トを解放するように、電動注入器シリンジマウントのアクチュエータの溝またはスロット
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と相互作用する）突起または隆起構造の形態である。任意の適切な数の連結部材１５０が
利用されてもよい。複数の連結部材１５０は、中心長手軸１３８の周囲に適切に離間して
いてもよい。図示した実施形態では、各連結部材１５０は、少なくとも部分的に装着フラ
ンジ１４４上に配置され、そこから電動注入器連結器１３０の第１または電動注入器端１
３４の方向に延在している。
【００７１】
　電動注入器連結器１３０の本体１３２は、第１の円筒形区画１５６と、第２の円筒形区
画１５８と、第３の円筒形区画１６０とを含むものとして特徴付けられてもよい。第２の
円筒形区画１５８は、中心長手軸１３８に対して第１の円筒形区画１５６と第３の円筒形
区画１６０との間に配置される。第１の円筒形区画１５６が、（例えば、連結フランジ１
４２の電動注入器側に）第１または電動注入器端１３４を含んでもよい一方で、第３の円
筒形区画１６０は、（例えば、連結フランジ１４２の電動注入器シリンジ側に）第２また
はシリンジ端１３６を含んでもよい。符号化要素１５２、装着フランジ１４４、および各
連結部材１５０は、第１の円筒形区画１５６によって組み込まれてもよい。連結フランジ
１４２は、第３の円筒形区画１６０から（例えば、連結フランジ１４２の電動注入器側の
）第２の円筒形区画１５８を分離してもよい。
【００７２】
　一実施形態では、電動注入器連結器１３０の第３の円筒形区画１６０の外径は、第１の
円筒形区画１５６および第２の円筒形区画１５８のそれぞれの外径よりも大きい。一実施
形態では、第２の円筒形区画１５８の外径は、第１の円筒形区画１５６の外径よりも小さ
い。例えば、第２の円筒形区画１５８は、以下で論議される方式で電動注入器シリンジア
センブリ１１０を電動注入器シリンジマウントに固定するために使用されてもよい。
【００７３】
　電動注入器シリンジアセンブリ１１０はまた、電動注入器シリンジ１１２を電動注入器
連結器１３０に固定するために保持リング１２８を利用してもよい。この点に関して、シ
リンジフランジ１２０は、電動注入器連結器１３０の第２またはシリンジ端１３６を通し
て開口部１４０の中へ、最終的にはシリンジフランジ台座１５４と係合するように方向付
けられてもよい。保持リング１２８は、第１の保持リング部１２９ａがまた、電動注入器
連結器１３０の第２またはシリンジ端１３６を通して開口部１４０の中へ、最終的にはシ
リンジフランジ１２０と係合するように方向付けられるように、電動注入器シリンジ１１
２の周囲に配置され、電動注入器連結器１３０に対して前進させられてもよい。つまり、
シリンジフランジ１２０は、電動注入器連結器１３０のシリンジフランジ台座１５４と保
持リング１２８の第１の保持リング部１２９ａとの間に挟持され得る。保持リング１２８
の全体を電動注入器連結器１３０の内側に配置することができるが、図示した実施形態で
は、保持リング１２８は、電動注入器連結器１３０の第２またはシリンジ端１３６を越え
て配置される第２の保持リング部１２９ｂを含む。
【００７４】
　永久接続が、電動注入器シリンジ１１２、電動注入器連結器１３０、および保持リング
１２８の間に存在してもよい。再度、この永久接続は、電動注入器シリンジ１１２、電動
注入器連結器１３０、および保持リング１２８が、これらの構成要素のうちの１つ以上を
損傷させることによる以外での分解を企図としていないことを意味する。ＲＦ溶接、音波
溶接、１つ以上の接着剤（例えば、接着）、熱かしめ、スナップまたは締り嵌め、超音波
溶接、１つ以上の機械的締結具、またはそれらの任意の組み合わせを、電動注入器シリン
ジ１１２、電動注入器連結器１３０、および保持リング１２８の間で永久接続を維持する
ために利用することができる。
【００７５】
　電動注入器シリンジアセンブリとして特徴付けられてもよいものの一実施形態が、図１
２～２２に図示され、参照数字１７０によって識別される。概して、電動注入器シリンジ
アセンブリ１７０は、（例えば、図２５～２６の後続の論議に従って）電動注入器に着脱
可能に装着され得る。上記の電動注入器シリンジ１１２（または任意の他の適切な電動注
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入器シリンジ構成）は、電動注入器シリンジアセンブリ１７０が電動注入器に装着される
前または後に、電動注入器シリンジアセンブリ１７０によって着脱可能に受容されてもよ
い。図３～１１の実施形態とは逆に、電動注入器シリンジ１１２は、図１２～２２の電動
注入器シリンジアセンブリ１７０の必要な構成要素ではない。
【００７６】
　概して、電動注入器シリンジアセンブリ１７０は、電動注入器シリンジ１１２と電動注
入器との間に、ある種の適切な界面を提供する。電動注入器シリンジ１１２は、単独で、
１つの電動注入器構成と連動するように構成されてもよいことに留意されたい。しかしな
がら、電動注入器シリンジ１１２が電動注入器シリンジアセンブリ１７０と組み合わせて
使用されるとき、電動注入器シリンジ１１２は、異なる電動注入器構成によって使用され
得る。つまり、電動注入器シリンジ１１２は、１つの構成の電動注入器上のシリンジマウ
ントに直接着脱可能に装着されてもよいが、電動注入器シリンジアセンブリ１７０が異な
る電動注入器構成のシリンジマウントに装着されることを要求し得る。
【００７７】
　電動注入器シリンジアセンブリ１７０は、一体または一部品構造であってもよい。つま
り、電動注入器シリンジアセンブリ１７０は、電動注入器シリンジアセンブリ１７０の隣
接部分との間にいずれの種類の接合部もないように構成されてもよい。しかしながら、連
結器１３０’およびアセンブリ１７０の電動注入器シリンジ受容器１８０は、別個に形成
し、次いで、別個に相互に取り付けることができる（例えば、永久接続を介して）。電動
注入器シリンジアセンブリ１７０はまた、屈曲または偏向以外に移動する部品を欠いてい
るものとして特徴付けられてもよい。電動注入器シリンジアセンブリ１７０は、任意の適
切な材料または材料の組み合わせから形成されてもよいが、一実施形態では、電動注入器
シリンジアセンブリ１７０は、アルミニウム、鋼鉄、ポリカーボネート、ポリエステル、
ＰＰ、ＰＥＴ、ＰＢＴ、ＰＥ、および他の好適なプラスチック等の材料から製造されても
よい。
【００７８】
　電動注入器シリンジアセンブリ１７０は、電動注入器シリンジアセンブリ１７０の中心
長手軸１７６の周囲で離間している第１または電動注入器端１７２および第２またはシリ
ンジノズル端１７４を含む。概して、電動注入器シリンジアセンブリ１７０は、図３～１
１の実施形態に関して上記で論議される電動注入器連結器１３０の変形例とともに、電動
注入器シリンジ受容器１８０のシリンジクレードルを含む。電動注入器シリンジアセンブ
リ１７０によって使用される電動注入器装着区画または電動注入器連結器１３０’は、上
記の電動注入器連結器１３０とは異なる。電動注入器連結器１３０と１３０’との間の対
応する構成要素は、同じ参照数字によって識別され、上記で提示される論議は、等しく適
用可能なままである。少なくともいくらか異なる対応する構成要素は、「単一の主要な」
の指定によって図１２～２２においてさらに識別され、本明細書に記載される。
【００７９】
　電動注入器連結器１３０’の本体１３２’は、電動注入器シリンジアセンブリ１７０の
中心長手軸１７６の周囲で離間している第１端１３４（例えば、電動注入器端）および第
２端１３６’（例えば、シリンジ端）を有する。電動注入器連結器１３０’の第２または
シリンジ端１３６’は、図１２～２２の実施形態の連結フランジ１４２に存在する。別の
言い方をすれば、図１２～２２の電動注入器連結器１３０’は、図３～１１の電動注入器
連結器１３０によって利用される第３の円筒形区画１６０を含まない。それにより、電動
注入器連結器１３０’を貫通して、あるいはその第１または電動注入器端１３４と、その
第２またはシリンジ端１３６’との間に延在する開口部または通路１４０’が、（例えば
、第３の円筒形区画１６０の顕著な欠如に基づいて）電動注入器連結器１３０の開口部１
４０とは異なるので、図１２～２２の実施形態の電動注入器連結器１３０’の開口部１４
０’は、「単一の主要な」指定によって識別される。いずれの場合も、電動注入器のラム
は、（例えば、放出ストロークときに、またはプランジャ１２２がシリンジノズル１１８
に向かって前進させられる場合）少なくとも１つの方向へシリンジ本体１１３に対してプ
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ランジャ１２２を移動させることができるように、依然としてこの開口部１４０’を通っ
て延在して、電動注入器シリンジ１１２のプランジャ１２２と相互作用（例えば、界面接
触および／または着脱可能に相互接続）し得る。
【００８０】
　電動注入器連結器１３０’は、電動注入器シリンジアセンブリ１７０が電動注入器上に
設置されることを可能にする。クレードル１８０は、電動注入器シリンジ１１２のための
ある種の受容器を提供し、それにより、また、電動注入器シリンジ受容器１８０と呼ばれ
得る。概して、クレードル１８０が、連結フランジ１４２の片側（例えば、フランジ１４
２のシリンジ側）にあるものとして特徴付けられてもよい一方で、電動注入器連結器１３
０’の装着フランジ１４４および連結部材１５０は、連結フランジ１４２の反対側（例え
ば、フランジ１４２の電動注入器側）にあるものとして特徴付けられてもよい。
【００８１】
　クレードル１８０は、中心長手軸１７６に沿って電動注入器連結器１３０’の連結フラ
ンジ１４２から延在する、側壁または基部１９８を含むものとして特徴付けられてもよい
。クレードル１８０（ならびにその側壁１９８）は、中心長手軸１７６に沿って延在する
、細長い弓状の構造として特徴付けられてもよい。一実施形態では、クレードル１８０の
側壁１９８は、中心長手軸１７６の全体に沿った放射状範囲（例えば、軸１７６を中心と
する放射状範囲）によって画定される。一実施形態では、クレードル１８０は、少なくと
も、その中に設置される電動注入器シリンジ１１２のバレル１１４と一致するように、長
手軸１７６に沿って延在する。つまり、一実施形態では、クレードル１８０は、少なくと
も、その中に設置される電動注入器シリンジ１１２のバレル１１４と同じくらいの長さで
ある。
【００８２】
　クレードル１８０はまた、クレードル１８０全体を通って延在し、クレードル１８０の
大部分に沿って延在してもよい１つ以上のスロット１９６を含んでもよい。それぞれのそ
のようなスロット１９６の大部分は、長手軸１７６と平行関係で配置されてもよい。任意
の適切な数のスロット１９６が利用されてもよく、任意の適切な間隔が、隣接する各対の
スロット１９６間で使用されてもよい。図示した実施形態では、３つのスロット１９６が
あり、２対の隣接スロット１９６のそれぞれが等しく離間している。
【００８３】
　クレードル１８０は、シリンジフランジ受容器区画１８２と、遷移区画１８４と、シリ
ンジバレル区画１８６と、シリンジ保持区画１８８と、端部または端区画１９０を含むも
のとして特徴付けられてもよく、そのそれぞれは、中心長手軸１７６の異なる部分（例え
ば、非重複部分）に沿って延在する。複数の区画を含むクレードル１８０のこの特徴にも
かかわらず、クレードル１８０は（電動注入器シリンジアセンブリ１７０の全体とともに
）、再度、一体化または一部品構造であってもよい。シリンジフランジ受容器区画１８２
は、電動注入器連結器１３０’の連結フランジ１４２から延在する。電動注入器シリンジ
１１２のシリンジフランジ１２０は、このシリンジフランジ受容器区画１８２の中に配置
されてもよい。シリンジフランジ受容器区画１８２は、シリンジフランジ１２０の有効外
径を画定する同じ放射状範囲によって画定されてもよい。この「有効外径」は、シリンジ
フランジ１２０の周囲を画定する様々な平面の交点に接する円によって画定される直径で
ある。図示した実施形態では、シリンジ受容器区画１８２は、シリンジフランジ１２０を
受容する溝またはスロットの形態ではない。つまり、シリンジフランジ受容器区画１８２
とシリンジフランジ１２０自体との間の相互作用は、中心長手軸１７６に沿った電動注入
器シリンジ１１２と電動注入器シリンジアセンブリ１７０との間の相対運動を拘束しない
。
【００８４】
　クレードル１８０の遷移区画１８４は、シリンジフランジ受容器区画１８２からシリン
ジバレル区画１８６まで延在して、シリンジバレル区画１８６の外径とシリンジフランジ
１２０の有効外径との間の差に適応する。遷移区画１８４は、中心長手軸１７６に対して
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シリンジフランジ受容器区画１８２とシリンジバレル区画１８６との間にあるものとして
特徴付けられてもよい。シリンジバレル区画１８６が次に、遷移区画１８４からシリンジ
保持区画１８８まで延在する一方で、シリンジ保持区画１８８は、シリンジバレル区画１
８６から端区画１９０まで延在する。シリンジ保持区画１８８は、中心長手軸１７６に対
してシリンジバレル区画１８６と端区画１９０との間にあるものとして特徴付けられ得る
。上記のスロット１９６は、シリンジバレル区画１８４の全長にわたって（およびシリン
ジ保持区画１８８の少なくとも一部に沿っても）中心長手軸１７６と平行に延在してもよ
い。
【００８５】
　クレードル１８０の端区画１９０は、電動注入器シリンジアセンブリ１７０の第２また
はシリンジノズル端１７４を画定し得る。この点に関して、端区画１９０は、シリンジ１
１２がクレードル１８０の中に設置されているときに、それを通ってシリンジノズル１１
８が延在するシリンジノズル開口１９２を含む。一実施形態では、端区画１９０の輪郭／
配向は、電動注入器シリンジ１１２の遷移区画１１６の輪郭／配向と少なくとも実質的に
対応する。一実施形態では、少なくとも電動注入器シリンジ１１２からの放出中（例えば
、電動注入器シリンジアセンブリ１７０がその上に設置されているときの電動注入器の動
作中に）、シリンジ１１２の遷移区画１１６の外面は、クレードル１８０の端区画１９０
の内面と界面接触する関係で配置されてもよい。
【００８６】
　シリンジ開口部１９４が、クレードル１８０の全長（長手軸１７６と一致する）に沿っ
て延在してもよい。しかしながら、このシリンジ開口部１９４の幅は、長手軸１７６に沿
って継続して変動してもよい。シリンジ開口部１９４に関する以下の特徴が、個別に、ま
たは任意の組み合わせで当てはまり得る。（１）シリンジ保持区画１８８は、中心長手軸
１７６の周囲に１８０°を越えて延在して、電動注入器シリンジアセンブリ１７０を利用
する電動注入器の動作中にシリンジ１１２の保持を促進し得る、（２）シリンジフランジ
受容器区画１８２、遷移区画１８４、およびシリンジバレル区画１８６のそれぞれは、中
心長手軸１７６の周囲に多くても１８０°まで延在し得る、（３）シリンジフランジ受容
器区画１８２、遷移区画１８４、およびシリンジバレル区画１８６のそれぞれは、中心長
手軸１７６の周囲に１８０°延在し得る。
【００８７】
　電動注入器シリンジアセンブリ１７０のクレードル１８０は、対応する電動注入器シリ
ンジ１１２を受容する。シリンジ１１２は、電動注入器上に設置される前に電動注入器シ
リンジアセンブリ１７０内に配置されてもよいが、より一般的には、電動注入器シリンジ
アセンブリ１７０が電動注入器上に設置された後に電動注入器シリンジアセンブリ１７０
に挿入される（例えば、電動注入器シリンジアセンブリ１７０は、シリンジ１１２が同じ
電動注入器シリンジアセンブリ１７０から繰り返し設置および除去される間、電動注入器
上にとどまっていてもよい）。いずれの場合も、適切な電動注入器シリンジ１１２は、シ
リンジ１１２とクレードル１８０とが平行関係に維持されている状態で、クレードル１８
０のシリンジ開口部１９４と整列させられてもよく、次いで、シリンジ１１２は、単にク
レードル１８０の中へ「押し込まれ」てもよい（例えば、クレードル１８０が水平面に延
在していると見なされる場合に、シリンジ１１２を垂直面において移動させることによっ
て、シリンジ１１２をクレードル８０の中へ「スナップ留め」する）。別のオプションは
、クレードル１８０に対してある角度でシリンジ１１２を配置し（例えば、クレードル１
８０のシリンジ保持区画１８８の下にシリンジバレル１１４のノズル１１８および／また
は前方区画を方向付け）、次いで、シリンジフランジ１２０が電動注入器連結器１３０’
を通過するまで、クレードル１８０に対するこの角度配向で、クレードル１８０に対して
シリンジ１１２を前進させることであり、その時点で、シリンジ１１２の後方部分は、次
に、クレードル１８０の中へ下方に方向付けられ得る。
【００８８】
　図２３は、電動注入器シリンジアセンブリ１１０（図３～１１）用の電動注入器連結器
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１３０の変形例を提示する。環状の装着フランジ１４４を使用する代わりに、図２３の電
動注入器連結器１３０”は、複数の装着フランジセグメント１４４”を使用する。各装着
フランジセグメント１４４”は、長手軸１３８の周囲に３６０°未満だけ延在する。各装
着フランジセグメント１４４”は、長手軸１３８の周囲で任意の適切な弓状範囲にあって
もよい。複数の装着フランジセグメント１４４”が、長手軸１３８の周囲で、かつ長手軸
１３８に沿った同じ位置に配置されてもよい。装着フランジセグメント１４４”の各隣接
する対の間の任意の適切な間隔が利用されてもよい。一実施形態では、各装着フランジセ
グメント１４４”は、長手軸１３８の周囲で同じ弓状範囲にあり、装着フランジセグメン
ト１４４”は、長手軸１３８の周囲で等しく離間している。
【００８９】
　図２４は、電動注入器シリンジアセンブリ１７０（図１２～２２）用の電動注入器連結
器１３０’の変形例を提示する。環状装着フランジ１４４を使用する代わりに、図２４の
電動注入器連結器１３０ａ’は、図２３に関して上記で論議される複数の装着フランジセ
グメント１４４”を使用する。
【００９０】
　それぞれ、図３～１１および１２～２２の電動注入器シリンジアセンブリ１１０、１７
０のうちのいずれか（ならびに、それぞれ図２３および２４に示されたその変形例）を着
脱可能に受容するために電動注入器によって使用され得るシリンジマウントの一実施形態
が、図２５～２６に図示され、参照数字２００によって識別される。シリンジマウント２
００は、任意の適切な方式（例えば、１つ以上の締結具）によって着脱可能に相互接続さ
れ得る前部板２０２と後部板２６０とによって集合的に画定される筐体を含む。この筐体
内には、シリンジ保持器アクチュエータまたは回転リング２４０とともに、シリンジ保持
器または屈曲リング２２０が配置されている。概して、屈曲リング２２０が、電動注入器
シリンジアセンブリ１１０、１７０の電動注入器連結器１３０／１３０’／１３０”／１
３０ａ’に係合して、シリンジマウント２００内に同部品を保持し得る一方で、回転リン
グ２４０は、電動注入器シリンジアセンブリ１１０、１７０の回転に応答して、電動注入
器連結器１３０／１３０’／１３０”／１３０ａ’から屈曲リング２２０を解放し、電動
注入器シリンジアセンブリ１１０、１７０がシリンジマウント２００から除去されること
を可能にする。以降、シリンジマウント２００を電動注入器シリンジアセンブリ１１０と
併せて説明するが、論議は、電動注入器シリンジアセンブリ１７０、ならびに電動注入器
シリンジアセンブリ１１０、１７０が、それぞれ図２３および２４に示された変形例を使
用する場合にも等しく適用可能である。
【００９１】
　前部板２０２は、それを通る穴または通路２０４を含む。リップ２０６が、前部板２０
２を通る穴２０４の周囲に延在し、電動注入器シリンジ連結器１３０に隣接する。前部板
２０２の後面２０８は、屈曲リング２２０と本質的に同じ形状を有するくぼみまたは陥凹
２１０を含む。そのようなものとして、くぼみ２１０は、２つの直線または扁平部分と、
２つの曲線部分とを含む。前部板２０２の後面２０８の２つの切り込み２１２が、曲線区
画のほぼ中心地点に配置される。切り込み２１２は、屈曲リング２２０の一対の支柱２２
６と支柱２２６とを屈曲リング２２０に接続する関連構造を収容する。くぼみ２１０は、
屈曲リング２２０よりも大きく成形され、切り込み２１２の間の距離は、弛緩状態におけ
る屈曲リング２２０の支柱２２６の間の距離よりも大きい。切り込み２１２は、屈曲リン
グ２２０がシリンジマウント２００の筐体内で回転することを防止することに役立ち、さ
らに、屈曲リング２２０が回転リング２４０の回転時に拡張することを可能にして、シリ
ンジマウント２００から電動注入器シリンジアセンブリ１１０を解放する。
【００９２】
　屈曲リング２２０は、それを通る穴または通路２３０を含む。面取りした表面が、屈曲
リング２２０の前端上に提供されてもよい。そのような面取り表面は、シリンジマウント
２００内での電動注入器シリンジアセンブリ１１０の電動注入器連結器１３０の第１また
は電動注入器端１３４および装着フランジ１４４の挿入を容易にし得る。いずれの場合も
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、屈曲リング２２０は、シリンジマウント２００の前部板２０２の後方に配置される実質
的に楕円形の部材である。屈曲リング２２０は、両側に、２つの曲線部分２２４に一体化
して接続される直線または扁平部分２２２を含む。曲線部分２２４のほぼ中間点から、支
柱２２６が後部板２６０に向かって延在する。屈曲リング２２０から後方に延在する支柱
２２６は、軸受２２８が提供されてもよい。軸受２２８は、その間に配置されたころ軸受
を有する内輪および外輪を有する複合軸受（例えば、金属およびプラスチック）であって
もよい。代替として、軸受２２８は、支柱２２６を包囲し、それに対して回転するプラス
チック要素であってもよい。いずれの場合も、軸受２２８は、回転リング２４０上の溝ま
たはカム軌道２４６に係合する。軸受２３８が使用されない場合、支柱２３６自体が、回
転リング２４０上の溝またはカム軌道２４６に係合することができる。
【００９３】
　回転リング２４０は、電動注入器シリンジアセンブリ１１０の電動注入器連結器１３０
が、その中に配置される／それを通るように方向付けられることを可能にするために、そ
の中心を通る穴２４２を含む。前部板２０２と後部板２６０とによって集合的に画定され
る筐体内で屈曲リング２２０の後部に配置される回転リング２４０は、その前面２４４上
に２つの溝またはカム軌道２４６を含む。カム軌道２４６は、回転リング２４０の中心に
最も近い点からリング２４０の中心から最も遠い点まで、その円弧に沿ってその外面の直
径が増大するように成形される。複数のスロットまたは溝２５０は、回転リング２４０の
内壁２４８の上に提供され、シリンジマウント２００から電動注入器シリンジアセンブリ
１１０を解放するために、電動注入器連結器１３０の連結部材１５０と係合可能である。
そのようなものとして、スロットまたは溝２５０がまた、連結部材として特徴付けられ得
る。概して、（電動注入器連結器１３０の連結部材１５０のうちの１つ以上と、回転リン
グ２４０の溝２５０のうちの対応するものとの間の連結器を介して）リング２４０に連結
されている間、電動注入器シリンジアセンブリ１１０を回転させることによって、リング
２４０を回転させる。このリング２４０の回転は、（カム軌道２４６に沿った移動によっ
て）支柱２２６を離れるように強制して、矢印２３２によって示される方向に屈曲リング
２２０を伸張させる。
【００９４】
　回転リング２４０は、後部板２６０の前面２６４に形成されるくぼみまたは陥凹２６６
の中に配置される。回転リング２４０は、このくぼみ２６６の中に配置されて、リング２
４０はその中で自由に回転し得る。後部板２６０はまた、電動注入器シリンジアセンブリ
１１０の電動注入器連結器１３０が、その中に配置される／それを通るように方向付けら
れることを可能にするために、その中心を通る穴または通路２６２も含む。
【００９５】
　電動注入器シリンジアセンブリ１１０は、上記のシリンジマウント２００によって着脱
可能に受容され得る。電動注入器シリンジアセンブリ１１０を設置することは、シリンジ
マウント２００に対して軸方向経路（図２５および２６に示された長手軸２７０と一致す
る）に沿って電動注入器シリンジアセンブリ１１０を移動させることを伴う。この相対的
軸方向移動は最初に、電動注入器連結器１３０の第１または電動注入器端１３４を、前部
板２０２と後部板２６０とによって集合的に画定されるシリンジマウント２００の筐体の
中へ方向付ける。より具体的には、第１または電動注入器端１３４は、前部板２０２の穴
２０４を通るように方向付けられ得る。再度、屈曲リング２２０は、屈曲リング２２０の
支柱２２６が前部板２０２の切り込み２１２に係合するように、前部板２０２の後面２０
８に形成されたくぼみ２１０の中に配置される。こうして、電動注入器連結器１３０の装
着フランジ１４４の斜面１４６が屈曲リング２２０上の面取りに係合すると、および電動
注入器シリンジアセンブリ１１０がシリンジマウント２００に対して軸方向に前進させら
れ続けると、装着フランジ１４４は、（例えば、屈曲リング２２０が、その弛緩距離／状
態からその拡張距離／状態に移動するように）矢印２３２によって示される方向に屈曲リ
ング２２０を押し開く。
【００９６】
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　電動注入器連結器１３０の装着フランジ１４４が屈曲リング２２０の後縁を通過した後
、屈曲リング２２０の弾力性が、矢印２３２によって示される方向とは反対の方向に屈曲
リング２２０をその弛緩状態に戻す。このときに、屈曲リング２２０は、電動注入器連結
器１３０の係合部分（例えば、第２の円筒形区画１５８）に圧縮力を及ぼし得る。屈曲リ
ング２２０がその弛緩状態に戻ると、装着フランジ１４４の端または保持表面１４８もま
た、屈曲リング２２０の後縁に係合し得る。電動注入器連結器１３０（それにより、電動
注入器シリンジアセンブリ１１０）は、それにより、屈曲リング２２０によって適所に担
持され、シリンジマウント２００から軸方向に移動させることができない（例えば、端面
１４８が、シリンジマウント２００から離れる方向への電動注入器連結器１３０の軸方向
移動の試行に対する停止部の役割を果たす）。屈曲リング２２０がその弛緩または収縮状
態に戻ると、電動注入器連結器１３０がシリンジマウント２００を含む注入器上に設置さ
れていることを操作者に示すために、可聴「クリック音」を提供してもよい。このときに
、電動注入器連結器１３０はまた、電動注入器シリンジアセンブリ１１０が係脱され、次
いで、シリンジマウント２００から除去されることを可能にするために、回転リング２４
０の穴２４２の内側に配置されるか、またはそれを通って延在する。
【００９７】
　シリンジマウント２００からの電動注入器連結器１３０の除去は、電動注入器連結器１
３０（それにより、電動注入器シリンジアセンブリ１１０の全体）が長手軸２７０の周囲
で回転させられる（例えば、１／４回転または約４分の１回転）ことを要求する。この点
に関して、いったん電動注入器連結器１３０が（例えば、装着フランジ１４４の「後ろ」
で）屈曲リング２２０によって係合されると、電動注入器連結器１３０の突起１５０が、
回転リング２４０の内壁２４８上の対応する溝２５０と係合させられる。電動注入器連結
器１３０が（例えば、長手軸２７０の周囲で）、例えば、反時計方向に、例えば、約４分
の１回転だけ回転させられるとき、回転リング２４０の上の溝２５０に係合する注目の突
起１５０が、リング２４０も同じ方向にほぼ同じ量だけ回転させる。代替として、任意の
適切な回転範囲および／または反対の回転方向を、シリンジマウント２００からの電動注
入器連結器１３０の係脱を促進するために使用することができる。
【００９８】
　屈曲リング２２０の支柱２２６（または対応する軸受２２８）が回転リング２４０上の
カム軌道２４６に係合し、それに沿って進むので、リング２４０の回転は、屈曲リング２
２０をその弛緩（または電動注入器連結器係合）状態から、その拡張（または電動注入器
連結器係脱）状態に押し進める。屈曲リング２２０の支柱２２６が、最内位置から最外位
置へと回転リング２４０のカム軌道２４６に沿って進行すると、屈曲リング２２０は、弛
緩距離／状態から拡張距離／状態に伸張され、その時点で、屈曲リング１９０の後縁は、
電動注入器連結器１３０の装着フランジ１４４から係脱するか、または少なくとも十分に
それを通過する。その結果として、電動注入器連結器１３０が（電動注入器シリンジアセ
ンブリ１１０の全体とともに）（例えば、長手軸２７０に沿った移動によって）屈曲リン
グ２２０およびシリンジマウント２００から軸方向に除去され得るように、電動注入器連
結器１３０は、シリンジマウント２００に対して十分に係脱された状態にある。
【００９９】
　電動注入器連結器１３０がシリンジマウント２００から除去されると、屈曲リング２２
０のバネ力が、その支柱２２６を、最内位置から最外位置まで回転リング２４０のカム軌
道２４６に沿って進行させ、それにより、新しいシリンジまたは電動注入器シリンジ連結
器の受容のために、屈曲リング２２０をその弛緩状態に戻す。加えて、電動注入器連結器
１３０が屈曲リング２２０から係脱されると、操作者は、好ましくは、電動注入器連結器
１３０がシリンジマウント２００から（したがって対応する注入器から）係脱されたこと
を示す第２の可聴「クリック音」を聞き得る。
【０１００】
　本発明の上述の説明は、例示および説明の目的のために提示されている。さらに、本説
明は、本明細書に開示される形式に本発明を限定するように意図されるものではない。結
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果として、上述の教示、ならびに当該分野の技術および知識に相当する変形や修正は、本
発明の範囲内となる。さらに、上述に記載の実施形態は、本発明を実践する周知の最良の
形態を説明し、そのような実施形態または他の実施形態において、本発明の特定の用途ま
たは使用によって必要とされる様々な修正とともに、当業者に本発明を利用可能にするも
のとして意図される。添付の請求項は、従来技術によって許容される範囲において、代替
実施形態を含むものと解釈されることが意図される。

【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図２Ｃ】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】
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【図２０】

【図２１】

【図２２】

【図２３】

【図２４】 【図２５】
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【図２６】

【手続補正書】
【提出日】平成24年2月15日(2012.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電動注入器シリンジアセンブリであって、該アセンブリは、
　長手軸に沿って延在する電動注入器シリンジ受容器であって、電動注入器シリンジのシ
リンジバレルが該電動注入器シリンジ受容器の中に設置されると、少なくとも該電動注入
器シリンジのシリンジバレルと一致する電動注入器シリンジ受容器と、
　該電動注入器シリンジ受容器と相互接続され、電動注入器シリンジマウントに着脱可能
に接続可能である連結器であって、該連結器は、少なくとも１つの装着フランジおよび第
１の連結部材を備え、該少なくとも１つの装着フランジは、該長手軸に沿って継続する少
なくとも２つの異なる外径を備える、連結器と
　を備える、アセンブリ。
【請求項２】
　前記電動注入器シリンジ受容器は、前記長手軸の周囲に多くて１８０°延在する第１の
区画を備える、請求項１に記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項３】
　前記電動注入器シリンジ受容器の前記第１の区画は、前記連結器の端から延在する、請
求項２に記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項４】
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　前記電動注入器シリンジ受容器は、シリンジ保持区画をさらに備え、該シリンジ保持区
画は、前記長手軸の周囲に１８０°を越えて延在し、該電動注入器シリンジ受容器の前記
第１の区画は、該長手軸に対して前記連結器と該電動注入器シリンジ受容器の該シリンジ
保持区画との間に位置する、請求項２～３のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジ
アセンブリ。
【請求項５】
　前記電動注入器シリンジ受容器は、シリンジ保持区画をさらに備え、該シリンジ保持区
画は、前記長手軸の周囲に１８０°を越えて延在する、請求項１～３のうちのいずれかに
記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項６】
　電動注入器シリンジアセンブリであって、該アセンブリは、
　長手軸に沿って延在する電動注入器シリンジ受容器であって、該電動注入器シリンジ受
容器は、該長手軸の異なる部分に沿って延在する第１の区画およびシリンジ保持区画を備
え、該第１の区画は、該長手軸の周囲に多くて１８０°延在し、該シリンジ保持区画は、
該長手軸の周囲に１８０°を越えて延在する、電動注入器シリンジ受容器と、
　該電動注入器シリンジ区画と相互接続され、電動注入器シリンジマウントに着脱可能に
接続可能である連結器と
　を備える、アセンブリ。
【請求項７】
　前記電動注入器シリンジ受容器は、端壁と、前記長手軸に沿って該端壁まで延在する細
長い弓状の側壁とを備える、請求項１～６のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジ
アセンブリ。
【請求項８】
　電動注入器シリンジアセンブリであって、該アセンブリは、
　端壁、および長手軸に沿って該端壁まで延在する細長い弓状の側壁を備える電動注入器
シリンジ受容器であって、該電動注入器シリンジ受容器は、該長手軸の異なる部分に沿っ
て延在する第１の区画およびシリンジ保持区画を備え、該第１の区画は、該長手軸の周囲
に多くて１８０°延在し、該シリンジ保持区画は、該長手軸の周囲に１８０°を越えて延
在する、電動注入器シリンジ受容器と、
　該電動注入器シリンジ区画と相互接続され、電動注入器シリンジマウントに着脱可能に
接続可能である連結器と
　を備える、アセンブリ。
【請求項９】
　前記端壁は、シリンジノズル開口を備える、請求項７～８のうちのいずれかに記載の電
動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項１０】
　前記連結器は、少なくとも１つの装着フランジと、第１の連結部材とを備える、請求項
６～９のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの装着フランジは、前記長手軸に沿って継続する少なくとも２つの
異なる外径を備える、請求項１０に記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの装着フランジは、楔形の断面を備える、請求項１～５および１０
～１１のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの装着フランジの外径は、前記電動注入器シリンジ受容器の方向に
継続して増大する、請求項１～５および１０～１２のうちのいずれかに記載の電動注入器
シリンジアセンブリ。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの装着フランジは、カムを備える、請求項１～５および１０～１３
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のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項１５】
　前記第１の連結部材は、突起を備える、請求項１～５および１０～１４のうちのいずれ
かに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項１６】
　前記長手軸の周囲で離間している複数の前記第１の連結部材をさらに備える、請求項１
～５および１０～１５のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項１７】
　電動注入器であって、該電動注入器は、
　モータ付き駆動源を備えるシリンジプランジャドライバと、
　シリンジ保持器およびシリンジ保持器アクチュエータを備えるシリンジマウントであっ
て、該シリンジ保持器アクチュエータは、該シリンジ保持器と相互作用し、第２の連結部
材を備える、シリンジマウントと、
　請求項１～５および１０～１６のうちのいずれか一項に記載の電動注入器シリンジアセ
ンブリであって、前記少なくとも１つの装着フランジは、該シリンジマウントへの該電動
注入器シリンジアダプタの設置中に該シリンジ保持器に係合して拡張させ、前記第１の連
結部材と第２の連結部材とは、係合可能であり、該第１の連結部材と第２の連結部材とが
係合されている間の該電動注入器シリンジアセンブリの回転は、該シリンジ保持器を拡張
させて、該電動注入器シリンジアセンブリがシリンジマウントから除去されることを可能
にする、電動注入器シリンジアセンブリと
　を備える、電動注入器。
【請求項１８】
　前記シリンジ保持器アクチュエータは、回転可能なリングを備え、該回転可能なリング
は、第１のカム作用部材を備える、請求項１７に記載の電動注入器。
【請求項１９】
　前記第２の連結部材は、前記回転可能なリングの内壁の周囲に配置される複数の溝を備
え、前記第１の連結部材は、前記連結器の周囲に少なくとも１つの突起を備える、請求項
１８に記載の電動注入器。
【請求項２０】
　前記電動注入器シリンジアセンブリは、前記シリンジプランジャドライバと一致する軸
に沿って移動させられることにより、該電動注入器シリンジアセンブリを前記シリンジマ
ウントに設置する、請求項１７～１９のうちのいずれか一項に記載の電動注入器。
【請求項２１】
　前記連結器は、前記長手軸に関して前記電動注入器シリンジ受容器と前記少なくとも１
つの装着フランジとの間に位置する連結フランジをさらに備える、請求項１～５および１
０～２０のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項２２】
　前記連結フランジは、環状である、請求項２１に記載の電動注入器シリンジアセンブリ
。
【請求項２３】
　前記連結フランジは、固定した外径を備える、請求項２１～２２のうちのいずれかに記
載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項２４】
　前記連結フランジの周囲は、前記連結器の最大外径を画定する、請求項２１～２３のう
ちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項２５】
　前記連結フランジの最大厚さは、前記長手軸に平行に測定されると、約０．０１０”～
０．０２０”の範囲内にある、請求項２１～２４のうちのいずれかに記載の電動注入器シ
リンジアセンブリ。
【請求項２６】
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　前記連結フランジは、一体構造である、請求項２１～２５のうちのいずれかに記載の電
動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項２７】
　前記連結フランジは、円盤状である、請求項２１～２６のうちのいずれかに記載の電動
注入器シリンジアセンブリ。
【請求項２８】
　前記連結フランジは、円形の周囲を備える、請求項２１～２７のうちのいずれかに記載
の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項２９】
　前記電動注入器シリンジ受容器は、前記連結フランジから延在する、請求項２１～２８
のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項３０】
　前記電動注入器シリンジアセンブリは、該電動注入器シリンジアセンブリの残りと移動
可能に相互接続される部分を欠いている、請求項１～２９のうちのいずれかに記載の電動
注入器シリンジアセンブリ。
【請求項３１】
　前記電動注入器シリンジ受容器と前記連結器とは、集合的に一部品構造である、請求項
１～３０のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項３２】
　前記電動注入器シリンジ受容器は、前記連結器から延在する、請求項１～３１のうちの
いずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項３３】
　前記電動注入器シリンジ受容器は、常に開いたままである上部区画を備える、請求項１
～３２のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項３４】
　前記電動注入器シリンジ受容器は、少なくとも１つのスロットを備える、請求項１～３
３のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
【請求項３５】
　各前記スロットの大部分は、前記長手軸に平行に延在する、請求項３４に記載の電動注
入器シリンジアセンブリ。
【請求項３６】
　前記少なくとも１つのスロットは、複数のスロットを備える、請求項３４～３５のうち
のいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　任意の適切な数のシリンジが、任意の適切な様式で（例えば、着脱式、後部装填、前部
装填、側面装填）任意のそのような電動注入器とともに使用されてもよく、任意の適切な
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医用流体が、任意のそのような電動注入器の所与のシリンジから放出されてもよく（例え
ば、造影剤、治療用流体、放射性医薬品、生理食塩水、およびそれらの任意の組み合わせ
）、任意の適切な流体が、任意の適切な様式で（例えば、順次的、同時に）で多重シリン
ジ電動注入器構成から放出されてもよく、またはそれらの任意の組み合わせである。一実
施形態では、電動注入器の動作によりシリンジから放出される流体は、導管（例えば、医
療管類セット）の中へ方向付けられ、この場合、この導管は、任意の適切な様式でシリン
ジと流体的に相互接続され、流体を所望の場所（例えば、注入のために患者に挿入される
カテーテル）に方向付けられる。複数のシリンジが、（例えば、単一の注入部位に提供す
るために）共通導管に注いでもよく、または１つのシリンジが、（例えば、１つの注入部
位に提供するために）１つの導管に注いでもよい一方で、別のシリンジは、（例えば、異
なる注入部位に提供するために）異なる導管に注いでもよい。一実施形態では、各シリン
ジは、シリンジバレルと、シリンジバレル内に配置され、かつそれに対して移動可能であ
るプランジャとを含む。このプランジャは、シリンジプランジャ駆動アセンブリが、少な
くとも１つの方向に、およびおそらく２つの異なる反対方向に、プランジャを前進させる
ことができるように、電動注入器のシリンジプランジャ駆動アセンブリと界面接触しても
よい。
　例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　電動注入器シリンジアセンブリであって、該アセンブリは、
　長手軸に沿って延在する電動注入器シリンジ受容器であって、電動注入器シリンジのシ
リンジバレルが該電動注入器シリンジ受容器の中に設置されると、少なくとも該電動注入
器シリンジのシリンジバレルと一致する電動注入器シリンジ受容器と、
　該電動注入器シリンジ受容器と相互接続され、電動注入器シリンジマウントに着脱可能
に接続可能である連結器であって、該連結器は、少なくとも１つの装着フランジおよび第
１の連結部材を備え、該少なくとも１つの装着フランジは、該長手軸に沿って継続する少
なくとも２つの異なる外径を備える、連結器と
　を備える、アセンブリ。
（項目２）
　前記電動注入器シリンジ受容器は、前記長手軸の周囲に多くて１８０°延在する第１の
区画を備える、項目１に記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目３）
　前記電動注入器シリンジ受容器の前記第１の区画は、前記連結器の端から延在する、項
目２に記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目４）
　前記電動注入器シリンジ受容器は、シリンジ保持区画をさらに備え、該シリンジ保持区
画は、前記長手軸の周囲に１８０°を越えて延在し、該電動注入器シリンジ受容器の前記
第１の区画は、該長手軸に対して前記連結器と該電動注入器シリンジ受容器の該シリンジ
保持区画との間に位置する、項目２～３のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジア
センブリ。
（項目５）
　前記電動注入器シリンジ受容器は、シリンジ保持区画をさらに備え、該シリンジ保持区
画は、前記長手軸の周囲に１８０°を越えて延在する、項目１～３のうちのいずれかに記
載の電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目６）
　電動注入器シリンジアセンブリであって、該アセンブリは、
　長手軸に沿って延在する電動注入器シリンジ受容器であって、該電動注入器シリンジ受
容器は、該長手軸の異なる部分に沿って延在する第１の区画およびシリンジ保持区画を備
え、該第１の区画は、該長手軸の周囲に多くて１８０°延在し、該シリンジ保持区画は、
該長手軸の周囲に１８０°を越えて延在する、電動注入器シリンジ受容器と、
　該電動注入器シリンジ区画と相互接続され、電動注入器シリンジマウントに着脱可能に
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接続可能である連結器と
　を備える、アセンブリ。
（項目７）
　前記電動注入器シリンジ受容器は、端壁と、前記長手軸に沿って該端壁まで延在する細
長い弓状の側壁とを備える、項目１～６のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジア
センブリ。
（項目８）
　電動注入器シリンジアセンブリであって、該アセンブリは、
　端壁、および長手軸に沿って該端壁まで延在する細長い弓状の側壁を備える電動注入器
シリンジ受容器であって、該電動注入器シリンジ受容器は、該長手軸の異なる部分に沿っ
て延在する第１の区画およびシリンジ保持区画を備え、該第１の区画は、該長手軸の周囲
に多くて１８０°延在し、該シリンジ保持区画は、該長手軸の周囲に１８０°を越えて延
在する、電動注入器シリンジ受容器と、
　該電動注入器シリンジ区画と相互接続され、電動注入器シリンジマウントに着脱可能に
接続可能である連結器と
　を備える、アセンブリ。
（項目９）
　前記端壁は、シリンジノズル開口を備える、項目７～８のうちのいずれかに記載の電動
注入器シリンジアセンブリ。
（項目１０）
　前記連結器は、少なくとも１つの装着フランジと、第１の連結部材とを備える、項目６
～９のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目１１）
　前記少なくとも１つの装着フランジは、前記長手軸に沿って継続する少なくとも２つの
異なる外径を備える、項目１０に記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目１２）
　前記少なくとも１つの装着フランジは、楔形の断面を備える、項目１～５および１０～
１１のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目１３）
　前記少なくとも１つの装着フランジの外径は、前記電動注入器シリンジ受容器の方向に
継続して増大する、項目１～５および１０～１２のうちのいずれかに記載の電動注入器シ
リンジアセンブリ。
（項目１４）
　前記少なくとも１つの装着フランジは、カムを備える、項目１～５および１０～１３の
うちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目１５）
　前記第１の連結部材は、突起を備える、項目１～５および１０～１４のうちのいずれか
に記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目１６）
　前記長手軸の周囲で離間している複数の第１の連結部材をさらに備える、項目１～５お
よび１０～１５のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目１７）
　電動注入器であって、該電動注入器は、
　モータ付き駆動源を備えるシリンジプランジャドライバと、
　シリンジ保持器およびシリンジ保持器アクチュエータを備えるシリンジマウントであっ
て、該シリンジ保持器アクチュエータは、該シリンジ保持器と相互作用し、第２の連結部
材を備える、シリンジマウントと、
　項目１～５および１０～１８のうちのいずれか一項に記載の電動注入器シリンジアセン
ブリであって、前記少なくとも１つの装着フランジは、該シリンジマウントへの該電動注
入器シリンジアダプタの設置中に該シリンジ保持器に係合して拡張させ、前記第１の連結
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部材と第２の連結部材とは、係合可能であり、該第１の連結部材と第２の連結部材とが係
合されている間の該電動注入器シリンジアセンブリの回転は、該シリンジ保持器を拡張さ
せて、該電動注入器シリンジアセンブリがシリンジマウントから除去されることを可能に
する、電動注入器シリンジアセンブリと
　を備える、電動注入器。
（項目１８）
　前記シリンジ保持器アクチュエータは、回転可能なリングを備え、該回転可能なリング
は、第１のカム作用部材を備える、項目１７に記載の電動注入器。
（項目１９）
　前記第２の連結部材は、前記回転可能なリングの内壁の周囲に配置される複数の溝を備
え、前記第１の連結部材は、前記連結器の周囲に少なくとも１つの突起を備える、項目１
８に記載の電動注入器。
（項目２０）
　前記電動注入器シリンジアセンブリは、前記シリンジプランジャドライバと一致する軸
に沿って移動させられることにより、該電動注入器シリンジアセンブリを前記シリンジマ
ウントに設置する、項目１７～１９のうちのいずれか一項に記載の電動注入器。
（項目２１）
　前記連結器は、前記長手軸に関して前記電動注入器シリンジ受容器と前記少なくとも１
つの装着フランジとの間に位置する連結フランジをさらに備える、項目１～５および１０
～２０のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目２２）
　前記連結フランジは、環状である、項目２１に記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目２３）
　前記連結フランジは、固定した外径を備える、項目２１～２２のうちのいずれかに記載
の電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目２４）
　前記連結フランジの周囲は、前記連結器の最大外径を画定する、項目２１～２３のうち
のいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目２５）
　前記連結フランジの最大厚さは、前記長手軸に平行に測定されると、約０．０１０”～
０．０２０”の範囲内にある、項目２１～２４のうちのいずれかに記載の電動注入器シリ
ンジアセンブリ。
（項目２６）
　前記連結フランジは、一体構造である、項目２１～２５のうちのいずれかに記載の電動
注入器シリンジアセンブリ。
（項目２７）
　前記連結フランジは、円盤状である、項目２１～２６のうちのいずれかに記載の電動注
入器シリンジアセンブリ。
（項目２８）
　前記連結フランジは、円形の周囲を備える、項目２１～２７のうちのいずれかに記載の
電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目２９）
　前記電動注入器シリンジ受容器は、前記連結フランジから延在する、項目２１～２８の
うちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目３０）
　前記電動注入器シリンジアセンブリは、該電動注入器シリンジアセンブリの残りと移動
可能に相互接続される部分を欠いている、項目１～２９のうちのいずれかに記載の電動注
入器シリンジアセンブリ。
（項目３１）
　前記電動注入器シリンジ受容器と前記連結器とは、集合的に一部品構造である、項目１
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～３０のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目３２）
　前記電動注入器シリンジ受容器は、前記連結器から延在する、項目１～３１のうちのい
ずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目３３）
　前記電動注入器シリンジ受容器は、常に開いたままである上部区画を備える、項目１～
３２のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目３４）
　前記電動注入器シリンジ受容器は、少なくとも１つのスロットを備える、項目１～３３
のうちのいずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
（項目３５）
　各前記スロットの大部分は、前記長手軸に平行に延在する、項目３４に記載の電動注入
器シリンジアセンブリ。
（項目３６）
　前記少なくとも１つのスロットは、複数のスロットを備える、項目３４～３５のうちの
いずれかに記載の電動注入器シリンジアセンブリ。
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